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•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前 I こ必ずお読みください。 

^ _ 


广 取巧説明書- 

•パソコンの準備 
• 各部の名前 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 


• 電源の入れかた 
• リカバリー（再セツトアップ) 
• Q&A 集 

など 



广オンラインマニュアル（本書）- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンを買い替えたとき 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ'ッテ U —駆動で使ラ方法 

• システム環境の変更 

など 

^ _ / 


^リリース情巧- V 

• 本製品を使用するラえでのま意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ UU - ス情報について」 

^_ y 






















を < じ 


マニュアルのほいかた . 1 

を< じ . 2 

はじめに . 巨 


1章ほいはじめる前に, 


□ リカバリーメディアを作る . 12 

且バックアップをとる . 17 

田バックアップび必要なデータ . 18 

居]おすすめするバックアップ運用 . 19 

巧]データのバックアップをとる . 19 

呂]フオルダーを同期さはて自動的にバックアップをとる . 21 

0前のパソコンのデータを巧巧する 一PC 引越ナビー . 22 


2章八°ソコンの基本操作を覚えよう . 27 

L _ A 


D 電源を入れるとを . 28 

[ T ] メッセージび表示された場合 . 28 

巨]起動するドライプを変更する場合 . 29 


且ほい媛わった6 . 30 

田電源を切る . 31 

图スリープ . 32 

团休止状態 . 37 

a 簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する . 38 


□ タッチでパソコンを操作する . 39 

1 1 I Tablet Keyboard . 39 

巨]タッチでウィンドウを操作したい .41 




























□ [TOSHIBA Flash CardsJ について .42 

且内蔵フラッシュメモ II . 45 

□ 画面を見やすく調整するーディスプレイー . 46 

田]画面の向きを設定する . 46 

[2] 画面の明るさを調整する • • • .. 47 

D サウンド . 48 

[ T ] スピーカーの 音量を調整する . 48 

El いろいろなメディアカードをほう 

-ブ U ッジメディアス□ットー . 已〇 

田メディアカードを使う前に . 51 

图メディアカードのセットと取り出し . 已1 

凸 Web カメラをほう . 已4 

[ T ] Web カメラのアプリケーシヨンについて . 己已 


3章ネットワークの世界へ 


□ ネットワークで広がる巧巧 . 已8 

田 LAN 接続はこんなに便利 . 已 S 

图ワイヤレス（無線） LAN を使う . 已9 

且 Bluetooth 機能 . 巨3 


4章周迅機器を使って機能を広げよ 


〇周边機器をほう前に . 66 

已 USB 对応機器をほラ . 67 

B テレビ/か部ディスプレイの接続 . 69 

田パソコンに接続する . 70 

图表示を切り替える . 71 

团パソコンから取りはずす . 7已 


3 




























□ へッドセットやへッドホンをほう . 76 

のへッドセットを使う . 76 

图へッドホンを使う . 78 

□ ポート化31クレードルをほう . 79 

田ポート拡張クレードルについて . 79 


5章バッテリー駆動で使う 


D バッテリ—について . 82 

田バッテリー充電量を確認する . S 3 

图バッテリーを充電する . 8已 

已省電力の設定をする . 87 

田電源オプション . 87 


巨章システム損境の変更 


□ システム環境の巧ちとは . 90 

且ま忌 HW セットアップ . 91 

凸 BIOS セットアップをほう . 92 

田起動と終了/ BIOS セットアップの操作 . 92 

□ パスワードセキュリティ . 94 

rri ユーザーパスワード . 9已 

图スーパーバイザーパスワード . 98 

团パスワードの入力 . 100 

田 HDD パスフード . 100 

且 TPM をほう . 10巨 

0パソコンの動作が況を監巧し、記録する 

-ま忌 PC ヘルス モニター . 109 

田起動について . 110 


4 




























付録 


112 


□ ごほ用にあたつてのお願い 

且記録メディアについて . 118 

田メディアカードを使うにあたって . 118 

巨]記録メディアの廃棄•譲渡について . 119 

E] お客様登録の手続を . 120 

田東芝の （ TID ) お客様登録のおすすめ . 120 

D 技術基準適合について . 121 

且各インターフエースの仕様 . 123 


5 












はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊子『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、なの決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取り扱いを誤った場合、使巧者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことび想定されること"を示します。 

/ j \ ま意 

"取り扱いを誤った場合、使巧者び傷害（*2)を負ラことび想 
定されるか、または物的損喜（*3)の発生び想定されること" 
を术します。 


データの消失や、故障、性能ほ下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示し 

ぶ 9 〇 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

續 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

•このマニュアルへの参照の場合'''「」 

•ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合'''『』 


*1 重傷とは、失日月やけび、やけど（高温•ほ温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するわのをさします。 

*2 傷害とは、ミ台療に入院•長期の通院を要さない、けび、やけど（高温■低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜-ぺットなどにかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 

本書では、巧のように定義します。 

システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 7 

特に説明びない場合は、 Windows ® 7 Professional を示します。 

Bluetooth 機能搭載モデル 

Bluetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 

TPM 搭載モデル 

TPM 機能を搭載しているモデルを示します。 

ご購入のモデルの仕様については、『**** (お使いの機種名）シ1」ーズをお使いのかたへ』 
を参照してください。 


mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□ー ドバンド接続を前提に説明しています。 

•アプ U ケーションについては、本製品にプレインストールまたは内蔵フラッシュメモ U から 
インストールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法び「大きいアイコン」または r ルさいアイコン」になっ 
ている場合は、「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認してください。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使巧ください。 

•本書では、専用のペンによる操作と、指でディスプレイに触れる操作を、どち日ち「タッチ」 
と表現しています。 
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画 ■ T rademarks 

• Micros 日 ft 、 Windows、Wii 


Windows Live、Windows Media 、 Aero 、 MSN 、 SkyDrivel ま、 
米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における琶録商標または商標です。 
その他記載されている会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 


• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテルは、ア><リカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation またはそ 
の子会社の商標、または琶録商標です。 

• S 日□ゴは商標です。（ぶぶ） 

• SDHC □ゴは商標です。(篇) 

• S 日 XC □ゴは商標です。 （ ささ） 

• HDMI、HDIVII □ゴおよび High-Definition Multimedia Interface は 、 HDIVII Licensing 
LLC . の登録商標または商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は實±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• Confi 邑 Free は、株式会社東芝の登録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスター、ウイルスバスタークラウドはトレンドマイク□株式会 


社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 


本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 


コプロセッサ （ CPU ) に関するごを意^^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は;欠のような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずノ（ッテ U —駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン巧アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目まとして、標高].000メートル （3.280 フィート）し U 上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已 ° C ) の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウてア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セツサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 
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このほかの使用制限事項につさましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


■ a 着作権について 


音楽、映像、コンピューター.プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ち 
および著作権者の権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵喜」 r 著作者人格権侵喜」として損書賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


MM ' j リース情綱こついて 

n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報]を 
タッチする 


mm お願い 

•内蔵フラッシュメモ U にインス!ルされているシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外を 
インス I -ールした場合の動作保証はでさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『取扱説明書』に記載している手順 L ソ外の方法で、 
パーティションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれび 
あります。 

•内蔵フラッシュメモ U にインストールされているシステム （0 S )、 アプ U ケーションは、本 
製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはミ主意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する!;!外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、内蔵フラッシュメモ U は永久に使用 
できなくなり、交換対応となります。この場合ち有料です。またどち日の場合ち、身分証明 
書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ I 」ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U テイの問題の発生や、生じた損喜に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 
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• r ウイルスバスター」を使用している場合ウイルス定義ファイルなどは、新種のウイルスやワー 
ム、スパイウェア、クラッキングなどか日コンピューターを保護するためにち、常に最新の状 
態で使用する必要びあります。本製品に用意されている r ウイルスバスター」は、インターネッ 
卜に接続していると自動的に最新の状態に更新されますび、90日間の使用制限びあります。 

白0日を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用できなくなります。 
ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規ヴービ 
スへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関するま意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契 
約書をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはできません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カノ （ U —を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。 

当社ホームページで登録でさます。 

詳細について「付録0お客様登録の手続き」 

E ■[ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してか日、画面の指示に従って操作してください。 

ノ（スワードの入力を巧め日れた場合は、管理ちアカウントのノ（スワードで認証を行ってください。 

Da 映像/音楽関連の機能を使用ずるにあたって 

□ 映像を巧うアプリケーシヨンについて 

映像を扱ラアプ U ケーシヨンの使用中に、ス U —プ/休止状態への移行を行わないよラにして 

ください。 

エラーメッセージび表示されたり、アプ U ケーシヨンび終了したりする場合びあります。 

その場合は、使用したいアプ U ケーシヨンを再度起動してください。 
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■ 巧いはじめる巧に 


トラブル発生時に備えて、リカバリーメディアの作りかたやデータの 
バックアップのとりかたについて説明します。また、前のパソコンで 
使っていたデータを移行ずる便利なソフト 「PC 引越ナビ」について説 
明します。 


1リカバリーメディアを作る . 12 

2バックアップをとる . 17 

3前のパソコンのデータを移行する 

-PC 引越ナビー . 22 









リカパリータディアを巧る 


本製品には、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するためのリカバリー（再セッ 
トアップ）ツールび搭載されています。 

「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 を使って、あ日かじめ、 U カバ U — ツールのバックアッ 
プをとっておくこと0」カバ U —メディアの作成）をおすすめします。 

作成した U カバ U — メディアは大切に保管してください。 

何日かのトラブ;レで内蔵フラッシュメモ U か日 U カバ U —できない場合でち、 U カバ U —メディ 
アか日 I 」カパ I 」一をすることびでさるよラになります。 

U カバ U —メディアびない状態で、内蔵フラッシュメモ U か日 U カバ U —び行えない場合は、 
修理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 

■リカバリー(再セットアップ）とは 

U カバ U - (再セットアップ）をすると、内蔵フラッシュメモ U 内に保をされているデータ（文 
書ファイル、画像•映像ファイル、メールやアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設定 
した内容（インターネットやメールの設定、 Windows □グオンパスワードなど）ち購入時の 
状態に戻る、つまり何ち設定していない状態になります。 

詳しくは、『取扱説明書』を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段か日定期的に行っておくことをおすすめします。 


リカバリーメディアを作成でをる記録メディア 


「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では、巧の記録メディアのいずれかを使用できます。 
何ちデータび書さ込まれていないちのを用意して< ださい。 

• US 日フラッシュメモ U (容量 32 G 日までの US 日フラッシュメモ U び使用できます。） 

•言己録用の DVD メディア * *1( DVD - R 、 DVD-R DU DVD - RVV 、 DVD 十 R 、 DVD+R DU 
DVD + RW ) 

* 1外付けの DVD ドライブ（市販品）を接続すると、 DVD を使用でをます。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面の[メディア構成]で記録メディアの種類を選 
択すると、[情報]に、必要な記録メディアの枚数や容量び表示されます。 

DVD の場合は、必要な枚数び表示されます。複数枚使用する場合は、同じ規格の記録メディア 
で統一してください。 

USB フラッシュメモ U の場合は、 U カバ I 」ーメディアの作成に最低限必要な容量び表示されます。 
表示される容量より大きい容量の USB フラッシュメモ U を用意してください。 



DVD について / DVD の使用推奨メーカー 


外付けの DVD ドライフ（巿販品）で使用でをる DVD については、 『 DVD ドライブに付属の説明 
書』を確認してください。 
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使いはじめる前に 

















Du カバリーメディアを作る 


=|^^|リカバリーメディアの作成にあたって = 

•「TOSHIBA Recovery Media Creator」 では DVD-RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Media CreatorJ を使ってリカバ U— メディアを作成するときは、ほか 
のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

USB フラッシュメモリまたは DVD に書さ込みを行うとさは、なのを意をよく読んでから使用して 

<ださい。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの振動や衝撃など 

の本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書き込みに失敗ずることびあ 

ります。 

• 書を込みに失敗したメディアの損害については、当社はいっさいその責任を負いません。また、 
記憶内容の変化-消失など、メディアにイ呆存した内容の損害および内容の損失-消失により生じ 
る経済的損害といった派生的損害については、当社はいっさいその責任を負いませんので、あら 
かじめご了承ください。 

• DVD に書き込むとをには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠した記録 
メディアを使用してください。また、巧奨するメーカーの記録メディアを使用してください。 

DVD について 『DVD ドライブに付属の 説明書』 

• バッテ U —駆動で使用中に書を込みを行ラと、バッテ U —の消耗などによって書さ込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続して 
使用して < ださい。 

•書を込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリープ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「已章0省電力の設定をする」 

• 次におすような、ライティングソフトウェア！;!外のソフトウェアは終了させてください。 

-スクリーン セーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高ま化する常駐型ユーティリティ 
-音楽や映像の再生アプ U ケーション 
■ LAN などの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り替える、画面の解像度や色数のを 
更など、 J くソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

Mm - 周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよ5」 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


U カバ U —メディアを作成するには、じ(降の説明を参照してください。 



使いはじめる前に 

















D リカバリーメディアを作る 


MM インストール方法 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 は、購入時の状態ではインス I -- ルされていません。 
巧の手順でインス I ールしてください。 

庐！ メモ 

• アプ U ケーシヨンをインストール/アンインス I ルする場合は、必ず画面を横にした状態で行つてく 
ださい。縦にした状態では、インストール/アンインス!ルできない場合びあります。 

Q [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨ 
ンの再インストール]をタッチする 


[セットアップ画面へ]をタッチする 

巧 [ユーティリティ]タブをタッチする 

画面左側の [TOSHIBA Recovery Me 址 a Creator ] をタッチし、 
[「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 のセツトアップ]をタツ 
チする 


画面の指示に従ってインス I ルする 

rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」といラメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをタッチしてください。 

D リカバリーメディアを作がずる 

外付けの DVD ドライブ（市販品）で DVD の U カバ U - メディアを作成する場合は、あ日かじ 
めパソコン本体に接続しておいてください。 



U カバ1」ーメディアの作成を途中で終了したとをなどに 、 「HDD U カバ U データを削除して 
Windows パーティシヨンを化張しますか？」といラメッセージび表示されることびあります。 

U カバ U —メディアを作成していない場合は[キャンセル]を還択してください。 

[0 K ] を還択すると U カバ U —ツールび削除されます。 U カバ U —ツールび削除されると、リカ 
バリーびでさなくなり、リカバリーメディアち作成でさない状態になります。 


0 


ザ 


[スタート]ボタン （©) 一 [すべて①プ□グラム]一[サポート& 
リカバリー]一[リカバリーメディア作成ツール]をタッチする 

「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 が起動します。 
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使いはじめる前に 

































Du カバリーメディアを作る 


[タイトル]、[メディア構成]を選択する 

[情報]に、必要な DVD の枚数や USB フラッシュメモ U の容量び表示されます。 


TOSHIBA Recovery Media Creator 

©1 

] パリメディア作ぶ 

比ゆコンピューさの1 ドディスク上1こは、リれのイメージ巧巧巧されていま 
TOSHIBA Recovery Media C 巧 Mo 巧ほって、このイ;■(ージから U かのメディ 
刊巧することができます。 

イ宁ィ 7 の 3 

R 

タイトル メディア巧巧 ステ—タス 


田图リなの;>(ディア 



タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる （3) I 」カバ1」ーメディアを作成 
します。 

田をタッチすると作成する U カバ 
U —メディアの一覧び表示されます。 
作成する必要のない I 」カバ U —メディ 
アは、チェックをはずしてくださし、。 

メディア構成 

作成する記録メディアの種類を選択し 
よ 9 〇 


读示例） 


US 日フラッシュメモ U の場合、画面に表示 
される容量び必要になります。 

DVD の場合、画面に表示される枚数分び 
必要になります。 

[作成]ボタンをタッチする 

作成するメディアの確認と、記録メディアのセットを巧める画面び表示されます。 

US 己フラッシュメモリまたは DVD をセットする 

USB フラッシュメモ U のセット「4章已 USB 対応機器を使ラ」 

DVD のセット 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

メッセージび表示される場合びあります。 

内容を確認し、の口をタッチしてください。 

[ OK ] ボタンをタッチする 

作成び開始され、[現在のメディア]に、作成している U カバ U —メディアの進お状 
況び表示されます。作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをタッチし 
てください。 

DVD の場合、作成び終了すると、自動的にディスクトレイび開きます。作成するメディ 
アび複数枚ある場合は、メッセージに従って記録メディアを入れ替えてください。 



使いはじめる前に 


が 




























































D リカバリーメディアを作る 


メッセージを確認し、にのボタンをタッチする 

作成した U カバ U —メディアには、巧のことびわかるよラに目印をつけてください。 
•「 U カバ U - メディア」であること 
•複数枚ある場合は、番号 

たとえば DVD の場合、「リカバ U - メディア XX (番号)」といラよラに、レーベル面 
に油性のフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U —をするとさ、この番号の 
順に U カバ U —メディアを使用しないと、正しく U カバ U —されません。必ず U カバ 
I 」ーメディア番号びわかるよラにして保管してください。 


P 欄じる]ボタン 


y ) をタッチする 


[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面び閉じ、メディアの作成を終了します。 
「HDD U カノのデータを削除して Windows パーティシヨンを拡張しますか？」とい 
ラメッセージび表示されます。 

[0 K ] または[キャンセル]をタッチする 

内蔵フラッシュメモ U 内にある、 U カバ U —ツールを削除するかどうかを還択できます。 
[0 K ] を選択した場合 ：内蔵フラッシュメモ U か日 U カバ U - ツールは削除 

され、その分の容量をユーヴーデータ領域に使用で 
さます。 

[キャンセル]を還択した場合：内蔵フラッシュメモ U 内に U カバ U —ツールび残り 

9 〇 

U カバ U —メディアか日 U カバ U —をする操作手順については、『取扱説明書』を参照してくだ 
さし、。 


ヘルプの起動方法 


「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 
ンをタッチする 


を起動後、[ヘルプ]ボタ 


「 TOSH 旧 A Rec 肌 ery Media Creator 」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書4章口お問い合わせ先』 
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使いはじめる前に 














パックアップをとる 


保をしたファイルやフォルダーを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによっ 
てファイルび使えなくなってしまラことびあります。 

このような場合に備えて、あ日かじめファイルを USB フラッシュメモ U など、内蔵フラッシュ 
メモ I 」じ(外の記録メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 


データ 



大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。 

r 東芝ファイル同期ユーテイ U テイ」を使用して2つのフォルダーを同期させて自動的にバック 
アップをとることちでさます。 



バックアップをとるにあたって 


あらかじめ、「付録 D-ra バックアップについて」をお認してください。 


乂3お立つ操作集 


Windows のノ（ックアップ機能 

Windows のバックアップ機能を使ってバックアップをと 
ることちでをます。 

[スタート]ボタン （® ) 一 [コント□-ルパネル]をタッ 
チして、表示された画面で [f クバックアップの作成]を 
タッチして < ださい。 

詳細について 『Windows ヘルプとヴポート』 
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使いはじめる前に 

































パックアップをとる 


の 


バックアップび化要なデータ 


バックアップをとることを推奨するデータ I こは、なのよラなちのびあります。 

•リカバリー（再セットアップ）ツール 

•自分で作成したデータ（文書、画像、映像、音楽など） 

•送受信したメール 
•メールのアドレス帳 
•インターネットの[お気に入り] 

■ MS - IME で登録した単語について 

日本語入カシステム MS - IME の「単語の登録」または「単語/用例の登録」で登録したユーヴー 
辞書データをパ' ックアップすることびでさます。 

詳しくは、 「 MS - IME 」 のヘルプを確認してください。 

• ヘルプの起動方法 

IME ツールバーの[ヘルプ]ボタンをタッチし、表示されたメニューか日 [ Microsoft ® 
Office IME 2010] または [ Microsoft ( R ) IME ] 一 [目;欠とキーワード]をタッチする 

■インターネット接続の設定情報について 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

設定情報はプ□バイダーから送日れてきた書類に記載されています。書類を大切に保管し、設 
定に必要な情報を忘れないよラにしてください。 

書類び手元にない場合は、次のインターネットの設定を控えてください。 


• ユーヴ ー ID 
•電子メールアドレス 
•プライマ UDNS サーバー 
• インターネットメールサーバー 
•アクセスポイントの電話番号 


•パスワード 
•メールパスワード 
•セカンダ UDNS サーバー 
•ニュースサーバー 
な ど 
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使いはじめる前に 








H バックアップをとる 


自分で作成したファイルや 
フォルダー 

保を時に指定した場所に保をされています。わかりやすい場所 
に保をしておいてください。保を先を忘れた場合は、[スター 
卜]ボタン （©) をタッチし、[プ□グラムとファイルの検索] 
で探すことびでさます。 

[マイドキュメント]、 
[お気に入り]、 
[デスクトップ]など 

[コンピューター]■内蔵フラッシュメモ U (じ） - [ユーヴ _] 
内の各ユーヴー名のフォルダーに保をされています。 


複数のユーヴーで使っている場合は、それぞれのユーヴー名で□グオンし、データのバックアッ 
プをとってください。 

記録メディアに保をしたデータのバックアップをとる場合は、いったん内蔵フラッシュメモ U 
に保をしてから、バックアップ用の記録メディアにコピーすることをおすすめします。 


おすすめするバックアップ運用 


巧の方法でノ（ックアップをとることをおすすめします。 

■ 定期のにバックアップをとる 

内蔵フラッシュメモ U (じ）に保をされているデータは、故障などの原因で、使えなくなって 
しまラことびあります。定期的に記録メディアにノ（ックアップをとってください。 


—夕のバックアップをとる 


U バックアップ用に使用でをる記録メディア 

ノ（ックアップ用に使用でさる記録メディアは;欠のよラなちのびあります。 

• USB フラッシュメモ U や SD メモ U 力ードなどの記録メディア 

また、ファイルやフォルダーの容量に合わせて、使用する記録メディアを還び、あ日かじめ用 
意してください。 


I データのファイルやフォルダーびある場所 


データのファイルやフォルダーは;欠の場所に保をされています。 

これらのファイルやフォルダーは、そのままバックアップ用の記録メディアにコピーすること 
びでさます。 



使いはじめる前に 
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パックアップをとる 


バックアップ方法 


ここでは、一般的な、ファイルをコピーしてバックアップをとる方法について説明します。 
USB フラッシュメモ U や SD メモ U 力ードなどに、フオルダーやファイルをコピーすることび 
でさます。 


記録メディアをセットする 

USB フラッシュメモ U のセット「4章已 USB 対応機器を使う」 

SD メモ U 力ードのセットに章□-巧！ メディアカードのセツトと取り出し J 


データび保ちしてあるフオルダーをプレスアンドホールドし、表示さ 
れたメニューか5 [送る]一手順 D ①記録メディアをタッチする 


巧く（〇) 

巧しいウインドウで開く （E) 

Windows Media Player リスト(こ 
Windows Media Player で再をする (P) 

共有が） 

な前のバージョンの復巧(V) 


寺 

1巧の写真 


をる (N) 


切り巧り (T) 

コピ-に） 

シヨー トカツトのか成 (S) 
削除の） 

を前のを更 (M) 

フ 3JL ぶ一のち所を閱く。） 
プ□パテイ(の 


4 fax 受信ち 

■ デスクトップ（シヨートカットを作成） 
Vドキュメント 
J メールを信ち 
;店巧 （ziD お式）フォ■/レダー 


く（ X :) 


读示例） 


バックアップのデータを戻すには 


バックアップをとった[マイドキュメント]、[お気に入り]、[デスクトップ]などのデータ 
を内蔵フラッシュメモ U に戻す方法を説明します。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コンピューター]をタッチする 

② [八ードディスクドライブ（じ)](内蔵フラッシュメモ U ) をダブルタッチする 

③ [ユーヴー]フォルダーをダブルタッチする 

④ バックアップしたデータを利巧する、 ユー ヴ ーの フォルダーをダブルタッチする 
⑥バックアップをとった記録メディアをセットする 

⑥手順⑤でセットした記録メディア内に保をされている[マイドキュメント]、[お気に入り]、 
[デスクトップ]フォルダーなどを、ユーヴーのフォルダー内にコピーする 
メッセージび表示された日、確認してボタンをタツチしてください。 

それぞれのフォルダーび上書さされます。 
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使いはじめる前に 




























H バックアップをとる 


因 


フォルダーを同期をせて自動的にバックアップをとる 


r 東芝ファイル同期ユーティ U ティ」を使って、2つのフォルダーの中身を同期させるよラに設 
定することびできます。たとえば、 A フォルダーと日フォルダーを同期させた場合、 A フォル 
ダー内のファイルを更新（追加/削除/更新など）すると、自動的に B フォルダー内のファイ 
ルち同様に更新されます。つまり、 B フォルダーは、 A フォルダーの中身を自動的にバックアツ 
プしていることになります。 


起動方法 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
[ネットワーク]一[ファイル同期ユーティリティ]をタッチする 

r 東芝ファイル同期ユーティ U ティ」び起動します。 

設定方法の詳細は、ヘルプを参照してください。 


ヘルプの起動方法 


n r 東芝ファイル同期ユーティリティ」を起動後、[ヘルプ]ボタンをタツ 
□ チす5 



使いはじめる前に 












M のパソコンのデータ巧な巧ずる 

- PC 引越ナビー 


パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーシヨンです。事前に;欠の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保存されているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを r 新しいパソコン」として説明します。 


■ パソコンの仕様を確認する _ 

■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

口 C 弓越ナビ」は、次のシステムに対応しています。 

• システム >1 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 

*1 マイク□ソフト社び提供している最新の Service Pack を適用してください。また 、 「Internet 
Explored のバージヨンび「己 SP 1 J しソ上であることを確認してください。それ iil 下のバージヨンの 
場合は、「日 SP 1」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP . Microsoft ® Windows ® XP 叩 era 甘 n 巨 system 日本語版の全エディシヨン 

Windows Vista Microsoft ® Windows Vista ® の全エディシヨン 

Windows 7 . Microsoft ® Windows ® 7の全エディシヨン 



前のパソコンの動作環境について 


あらかじめ、 r 付録。- 


「 PC 引越ナビ」について」を確認してくださし、。 


■ 使用できる環境を確認する 

設定-データの移行をするには、 USB フラッシュメモ U を使用する方法びあります。 

前のパソコンと、新しいパソコンの仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行 
する設定-データの容量に適した方法を選んでください。 

前のパソコンでどの方法び使用でさるかを確認し、 US 日フラッシュメモ U び必要な場合は購入 
してください。また、フォーマットび必要な US 日フラッシュメモ U は、あ日かじめフォーマッ 
卜してくださし、 

• USB フラッシュメモ U のみで移行する場合は、已] 2 MB じ(上の容量び必要です。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 US 日フラッシュメモ U の容量びルさいと、数回に 
分けてデータをコピーすることになりますので、大容量の US 日フラッシュメモ U を移行用 
に使用することをおすすめします。 

• USB フラッシュメモ U の代わりに、メディアカードを使用することもできます。 

本製品で使用できるメディアカードについては、に章 □ いろいろなメディアカードを使 
ラ」で確認してください。 
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使いはじめる前に 


















Q 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


I 巧行で宝る設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」を起動したときの、ユーヴーの設定とデータを移行できます。 

• Internet Explorer の設定* i 

• Windows Live メール （Windows メール 、 Outlook Express ) の設定* ^*4 

• Microsoft Outlook の設定* 3 * 4 

♦[ドキュメント](または[マイドキュメント])フオルダーに保巧されているファイル 
♦デスクトップ上のファイル 
• 任意のフオルダーに含まれるファイル 

幸1 Microsoft Internet Explorer 6 SPl 攻上 

*2 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook Express (バージョンが日.日 SP 1 し^(上 )」、 [Windows ル」、 
[Windows Live —ル」のデータです。 

*3 移行できるデータは、 「 Microsoft 日 utlook 2日00」政降のデータです。 

本製品には、 Office 搭載モデルにのみ 、 「Microsoft Outlook 」 が付属およびインス!ルされています。 
前のパソコンに保存されている 「 Microsoft 日山 look 」 のデータを日 ffice が搭載されていないモデルに移 
行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に、市販の 「Microsoft Outlook 」 を新しいパソコンにイ 
ンス I -ールする必要があります。 

移行するためには 、 「Microsoft Outlook 2日日引於降の 「 Microsoft 日 utlook 」 をインス! -- ルしてく 
ださい。 

*4 新しいパソコンにールソフトがインス!-ールされていない場合でを、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデー 
夕を保存します。 

[Windows Live ル」および 「 Microsoft 日山 look 」 は起動したときに、保存したデータのインポート（取 

り込み）を行います。 

ールソフトによっては、違ラソフトのデータを変換して取り込むことがでさます。 

詳しくは、 X —ルソフトのヘルプを確認してくださし、。 

分メモ _ 

•移行できる設定やデータの詳細は、 「 P 巳引越ナビ」のヘルプで確認してください。 
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使いはじめる前に 






V 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨ 
ンの再インス!ル]をタッチずる 


[セットアップ画面へ]をタッチする 
Q [アプリケーション]タブをタッチする 


画面左側の [ PC 引越ナビ]をタッチし、 UPC 引越ナビ」のセットアッ 
プ]をタッチする 

画面の指示に従ってインス I ルする 

rxxxx (ファイル名）を実行または保をしますか？」といラメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをタッチしてください。 


起動方法 

デスクトップ上の [ PC 引越ナビ]アイコン（@)をダブルタッチする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン （®) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 引越ナロをタッチし 
て起動することちでさます。 

画面下のヘルプで I ボタンをタッチし、注意制限事項を確認する 

「 PC 引越ナビ」のヘルプび表示されます。 

「 PC 弓 I 越ナビ」のを意制限事項をお読みください。 

目次で[を意制限事項とメッセージ]をタッチし、画面ち側に表示される各項目を 
よくお読みください。 

[同意する]をチェックし、[巧へ]ボタンをタッチする 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 

を意事項び表示されます。内容を確認し、[次へ]ボタンをタッチしてください。 

引き続き、説明画面び表示されますので、内容を確認しなか日、操作してください。 


Q 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


n インストール方法 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!-ールされていません。 
巧の手順でインス I ールしてください。 




使いはじめる前に 
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Q 前のパソコンのデータを移行する -PC 引越 ナビ- 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定•データや使用する移行 
方法などで操作の詳細は異なりますび、大まかな流れは;欠のとおりです。 

新しいパソコンと、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよい 
でしよつ。 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかから、前のパソコンと新 

新しいバソコン 

本 

、 

巧 

しいパソコンの仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を選択します。 


-^ 


0 

USB メモ U 





「こん包プ□グラム」を コピーす る 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまと 
めるプ□グラムです。 

US 日 フラッシュ メモ I」 に コピーして ください。 



r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、 
移行する複数のデータを]つのファイル（「こ 
ん包ファイル」）にまとめます。 



作成 


USB メモ U 


「こん包ファイル」をコピーする 

( > 


、 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行 

0 

前のバソコン 

するデータの容量によっては、「こん包ファイル」 

^-V v " 




は複数作成されます。すべての「こん包ファイル」 


クコち 



をコピーしてください。 

し 



USB ゾモ IJ 



「こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を新しいパソコンで 
開さ、コピーします。 
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使いはじめる前に 




















































































■ パソコンの昼本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 28 

2使い終わった！5 . 30 

3タッチでパソコンを操作する . 39 

4 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 について . 42 

已内蔵フラッシュメモリ . 4已 

巨画面を見やすく調整する ーディスプレイー . 46 

7サウンド . 48 

8いろいろなメディアカードを使う 

-ブリッジメディアス□ットー . 已〇 

9 Web カメラを使う . 已4 














電源を入れるとを 


ツセージび表示された場合 


電源を入れたとさにメッセージび表示された場合は、次の内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザーパスワー ドを設定している場合 

電源を入れるとなのメッセージび表示されます。 


パスワードを入力してください 

画面上のキーボードでユーヴーパスワードを入力し、店を己キーをタッチしてください。 
バスワードについて「6章 □ バスワードセキュ U テイ」 

• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れるとなのメッセージび表示されます。 


HDD / SSD のパスワードを入力してください 

画面上のキーボードで HDD パスワードを入力し、 I RVrl キーをタッチしてください。 

幻メモ _ 

•パスワードの入力5スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 

電源を入れ直してください。 

• ユーヴーパスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーヴーパスワードー HDD バ 
スワードの順に認証びホめられます。ただし、ユーヴーパスワードと HDD パスワードび同一の文字列 
の場合は、ユーヴーパスワードの認証終了を、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

バスワードについて「6章 0 バスワードセキュ1」テイ」 


■ メッセージが表示される場合 

不明なメッセージについては、『取扱説明書』の 「 Q & A 集」をご覧ください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


















D 電源を入れるとき 


2 


起動するドライブを巧更する場合 


ご購入時の設定では、本体の内蔵フラッシュメモ U か日システムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、巧の方法で変更でさます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたときに表示されるメニューか日、起動するドライブを選択できます。 




音量大ボタン （ C ± J ) を押しなび5、電源を入れる 

電源は、電源スイッチを才 I 」エンテーシヨン□ックボタン側にスライドし、指をはな 
すと入ります。 

電源の入れかた『取扱説明書』 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびす画面び表示され 
よ9 〇 

画面上のキーボードでパスワードを入力して、 I E/vrl キーをタッチしてください。 
「本節丘]メッセージが表おされた場合」 

起動したいドライブをタッチし、 Windows ボタン （◎) を巧す 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 


「HDD リカバリー」は選がしないでください。 HDD U カバリーを実行すると、内蔵フラッシュ 
メモリ内にな存されているデータはずべて消去されまず。 

間違えて還択してしまった場合、メッセージび表示されますので「いいえ」または「N0」をタッ 
チし、 Windows ボタン （◎) を押してください。電源び切れるので、手順 D からやり直し 
て < ださい。 

HDD リカバリー（内蔵フラッシュメモ U からのリカバリー)については、『取扱説明書』をお認 
して < ださい。 


■あ5かじめ設定しておく 

r 東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更でさます。 
設定の変更「まち HW セツトアップ」のヘルプ 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
























電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

. 無線通信機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[ワイヤレス]の力ードで無効にする 
ことびできます。[ワイヤレス]のカードをタッチして、表示されたアイコン群から 
g をタッチしてください。 

-ス U —プやイ木止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウエアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効に（解除）してください。 



操作にあたって 


中断する前に 

• ス U —プまたはイ木止状態を実行ずる前にデータを保存することを巧奨します。 

• ス U - プまたは体止状態を実行するときは、メディアへの書き込みび完全に終了していることを 
お認してください。 

書き込み途中のデータびある状態でス1」ープまたは休止状態を実行したとを、データび正しく書 
さ込まれないことびあります。 

中断したとさは 

• ス I 」ープ中にバツテ1」一残量び減少した場合、次回起動時にシステムび起動しないことびあります。 
システムび起動しない場合は、電源スイツチを已秒間才 U エンテーシヨン〇ツクボタン側にスラ 
イドして、いったん電源を切ったあとで、再度電源を入れてください。この場合、スリープ前の 
状態は保持でさていません （Windows エラー 回復処理で起動します)。 

• スリープまたは体止状態を利用しないときは、データをイ呆存し、アプ U ケーシヨンをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。イ呆存されていないデータは消失します。 
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ほ I 佩ねつた3 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。中断 
するとさは、それまでの作業をメモ I 」に保をして一時的に中断する「スリープ」びあります。 



A 警告 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
















0 使い終わったら 


D ] 電源を切る 


パソコンを使わないときは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違つた操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ラおそれびあります。 


電源を切る前に - 

• 必要なデータは化ず保存して<ださい。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプリケーションは終了してください。 

•データの書を込み中は、電源を切らないでください。データび消失ずるおそれびあります。 


電源を切るには、なのよラに操作してください。 



[スタート]ボタンをタッチする 


の 

@ ^ 巧[ 

读示例) 

F する 

[シャットダウン]をタッミ 

1 >すべてのプ日グラム Hm 

1プ□クラムとフアイ J レの保を Pl 


を^ @包口 • （表示例） 

Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると 、 Power LED び消灯します。 


電源を切ったあとは 三 

•パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切っ 
て < ださい。 

•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう一度起動することを「再起動」といいます。パソコン 
の設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、次のよラに操作してください。 

① [スタート]ボタン （©) をタッチし、をタッチずる 
③ 表示されたメニューか 5 [再起動]をタッチする 


















































0 使い終わったら 


因 


ス u — プ 


作業を中断したとさの状態をメモ U に保存する機能です。次に電源スイッチを才 U エンテーシヨ 
ン□ックボタン側にスライドすると、状態をすばやく再現することびできます。 

ス U —プはバッテ U —を消耗しますので、 AC アダプターを取り付けて使用することを推奨し 
ます。作業を中断している間などにバッテ U —の残量びかなくなったとさは、通常のス U —プ 
の場合、それまでの作業内容び消失します。 

八イプリッドス U— プ「本項 B ス U- プ機能を強化する」 

なお数曰しソ上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合は、ス 
U —プではなく、必ず電源を切ってください。 

於？ メモ 

♦「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 を使って、ス U —プを実行ずることもできます。 

TOSHIBA Flash Cards 「本章 Q「TOSH 旧 A Flash Cards」 について」 


スリープの実巧方法 

[スタート]ボタンをタッチする 

励曾置な~ 读示例） 


曲]ボタンをタッチし①、表示されたメニューか5 [スリープ]をタツ 


チする② 



台量田 


读示例） 

ス U —プ状態になります。 

電源スイッチを才 U エンテーシヨン□ックボタン側にスライドすると、中断したとさ 
の状態を再現します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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0 使い終わったら 


〇スリープ機能を強化ずる 

通常のス U - プのほかに「八イブ U ッドス U - プ」という機能び用意されています。 
パソコンの使巧を中断したとさ、それまでの作業をメモ U に保をするス U —プに対して、八イ 
ブ U ッドス U -プはメモ U と内蔵フラッシュメモ U の両方に保存します。 

作業を中断している間にバッテ U - の残量びかなくなった場合などは、通常のス U - プでは保 
をされていないデータは消失します。ハイブリッドス U —プを有効にしておけば内蔵フラッ 
シュメモ U から作業内容を復元できるので、ハイブリッドス U —プを有効にして使用すること 
を推奨します。 

ハイブリッドス U —プを有効にしている状態でス U —プを実行すると、ハイブリッドスリー 
プとして機能します。この場合は、ス U —プを実行してか日ス U —プ状態になるまでの時間び 
長くなります。 

またス U —プを実行してか日一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにち設 
定でさます。 

休止状態に移行する設定について本項の「役立つ操作集 J 
ハイブリッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

[スタート]ボタン妻）一[コント □ —ルパネル]をタッチする 

[巧’八ードウエアとサウンド]一[净電源オプション]をタッチし、 
選択している電源プランの[プラン設定の変更]をタッチする 

[プラン設定の変更]は、各電源プランのち端に表示されています。還択している電 
源プランの[プラン設定の変更]をタッチしてください。 



读示例） 


ハイブリッドス U —プの設定は、電源プランごとに必要です。 
[プラン設定の編集]画面び表示されます。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
























0 使い終わったら 


[詳細な電源設定の変更]をタッチする 


曾。一； ■ パードウ王アとブクシド I 


石 


でご，ブ；パ/.に y こ s> .•—号イス 

as ♦•均)コンビユ-夕■で « ST « ス IJ- プ 


J パパリ W 


0わスブレ f »« t < T 8 2巧 

〇ィスプレイめ«1»巧®: 5好 

> 3ンピ 3- f-t ス卜15 » 
プウシイ 


10巧 

け巧 



(表示例） 


[詳細設定]画面び表示されます。 


[スリープ]をダブルタッチし①、表示される項目か5 [八イブリッド 
スリープを許可する]をダブルタッチする② 


9顧オプション 


1巧 i^ygjf 


註を田試ミ I 


ぶ 


カスタマイスする亀想プランを逗巧してかち、お巧しの 
コンピユーターで是居を盲ちする方るを進巧レてくださ 

い. 


• 巧.なか田で*むい毋ぞのを串 


バランス [ アクティブ ] 


田デスクトツプのち夏の設定 
田 つイサレス ァが夕—の設を 
i| スリーフ1 


SS + i ; 巧; S かマ I 


八イブリジドスリーブを开53する 


出化の||?1田/^柱巧1ぞ|ホ止化巧|<- 

田スリープ賠おタイ7-の許可 
田 USB 設ま 
西をちポタンとカパー 
田 PCI Express 


ブランの既をを海元風 


〕I キみもレ I 1 — 通巧 ( が _ 


-① 

，② 


读示例） 


パソミ Q 基本操作養えよラ 
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0 使い終わったら 


八イブリッドスリープを ON にしたい項目（[バッテリ駆動]/ [電源 
に接続])をタッチする 

それぞれの項目は、次のよラになります。 

[バッテ U 駆動]:バッテ U - 駆動時の、ハイブリッドス U - プ機能の ON / OFF を 
設定でさます。 

[電源に接続]:電源に接続してるとさの、八イブ1」ッドス U - プ機能の ON/OFF 
を設定でさます。 


み軍項スプシヨン 


1巧 1^00 


詳卽設定] 


ぶ 


カスタマイスするち活プランを涅巧してかち、お巧し、の 
コンピユーターで亀愚を菅巧する方法を進巧してくださ 


C 巧.在れ用でき。い巧をのを ‘ g 

バランス[アクティブ] 

田デスクトジブの肯裏の設定 
田つイたレスアダプターのをを 
百スリープ 

田巧の時なが径适後ス U - プする 

巳！ 


バッテリ巧お：ブフ 


。 ：ブフ 

田夕出;巧旧口、巧巧 1 S 1 ホじなをにする 
田スリープ培おタイマーの許可 
田 USB 設定 


プランの巧ををを元返） 


I I キザシむレ 


綱(が 


读示例） 


項目の横に表示された 
ン]をタッチする⑨ 


をタッチし①、表示されたメニューか5 [才 


み軍ちスプシヨン 


IXtaQS 


註を田設定|_ 


ぶ 


カスタマイスする更涅ブランを進巧してか6、お使いの 
コンピューターでを房を盲巧する万るを進巧してくださ 

い. 


巧 頂.なれ田で*。いををのを串 


バランス[アクティブ] 


田デスクトップの背きの誠 
田つイサレスアダプターのをま 
曰スリープ 

田巧の時なが咨遇後ス IJ - プする 
曰八イブリダドスリープを許可玄を 


醜にを括： 

田巧の時巧が咨遏を P 


スフ 


西スリープ餐なタイ V — のけ口 J 
田 USB を定 


プランの既をを巧元(巧 


0 K ] I キサンむレ I 


通用 ( A ) 


-① 

■② 


读示例） 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 













































































0 使い終わったら 


Q [ OK ] ボタンをタッチする 

H これで八イブ U ッドス U - プを有効にする設定は完了です。 

I この状態でス U —プを実行すると、八イブ U ッドス U —プとして機能します。 

没立つ操作集- 

一定時間の経過後、休止状態にする 

ス1」ープを実行してから一定時間び経過ずると、自動的 
にイ木止状態に移行するよラ設定でをます。 

[詳細設定]画面で[次の時間び経過後休止が態にする] 

をダブルタッチし、表示された項目を選択して▲▼で 
時間を設をしてください。 

ス I 」ープを実行してから設をした時間び経過すると、自 
動的に休止状態に移行します。 

休止状態「本節巧]休止状態」 


(表示例) 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 









































0 使い終わったら 


团 


休止が態 


パソコンの使用を中断したとさの状態を内蔵フラッシュメモ U に保存します。次に電源を入れ 
ると、状態を再現でさます。なお数曰 L ソ上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順 
び記載されている場合は、休止状態ではなく、必ず電源を切ってください。 

n 休止が態の実巧方法 

[スタート]ボタン（@)をタッチし①、田をタッチする② 


すべてのプログラム 


プ□グラムとフアイ JU りお索 


P 




-① 

-③ 

(表示例） 


表示されたメニューか5 [休止状態]をタッチする 

メニューび表示されない場合は、 g をタッチしてください。 


► すぺてのプ□ヴ5ム 





读示例） 


休止状態か日復帰させるとさは、電源スイッチをオリエン; 
ドしてください。 


-シヨン□ックボタン側にスライ 


^ メモ 


I 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 を使って、休止状態を実巧ずることをできまず。 

TOSHIBA Flash Cards 「本章 Q「TOSH 旧 A Flash Cards」 について」 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 








































0 使い終わったら 


の 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューか日操作しないでパソコン本体の電源スイッチを才 U エンテーシヨン□ッ 
クボタン側にスライドしたとさに、電源を切る（電源オフ）、またはス I 」ープ/休止状態にする 
ことびでさます。 

n パソコン本体の電源スイッチをスライドしたときの動作の設定 M 

[スタート]ボタン妻）一[コント □ —ルパネル]をタッチする 
[もシステムとセキュリティ]をタッチする 
Q r ぶ電源ボタンの動作の変更]をタッチする 

〇 [電源ボタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

「バッテ U 駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

[変更の保を]ボタンをタッチする 

ノ（ソコン本体の電源スイッチを才 U エンテーシヨンロックボタン側にスライドすると、 
手順0で設定した状態へ移行します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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タッチでパソコン巧操伟ずる 


の 


Tablet Keyboard 


「TOSHIBA Desk 日 and 」 で [Tablet Keyboard ] アイコン （| 
にキーボードび表示されます。 

TOSHIBA Desk Band について 『取扱説明書』 


をタッチすると、画面 


表示されるキーボードには、用途に合わせて己種類のパターンびあります。 

ち上の[切り替え]アイコン （1^) をタッチすると、別の種類のキーボードを表示します。 

4種類目と已種類目は、画面の両端にキーボードび表示されます。 

それ^ソ外のキーボードは画面の中央に表示されます。 

画像は表示例です。入力方法の変更などにより、キーの表示び変わります。 


1種類目 



14種類目 




12種類目 


I 已種類目 





13種類目 


I 巨種類目 





パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



















Q タッチでパソコンを操作する 


ボタンについて 


キーボード上部のボタンはなの機能びあります。 


巧 

カット 

選択している文字を切り取ります。 

固 

コピー 

選択している文字をコピーします。 

回 

ペースト 

カーソルの位置へ、直前にカット、またはコピーした文字を貼り付け 

囚 

ミ厂 bn :； コ 

己又化 

「Tablet Keyboard 」 の設定画面が表示されます。 

圆 

切り替え 

キーボードの種類を切り替えます。 


かな入力について 


「□ーマ字入力」と「かな入力」の2種類の入力方法に変更することびでさます。 

購入時の「□ーマ字入力」か日、「かな入力」に変更する代表的な方法を説明します。 

3種類目のキーボードを表示する 

& riME ツールバー」の入カモードをタッチして、[ひらびな]をタッチ 
する 


百 


[ ALT ] キーをタッチし、[カナかな]キーをタッチする 

「かな入力」に変更するメッセージび表示されます。 

[はい]をタッチする 

キーボードのキーび「かな入力」用に切り替わります。 


r □ーマ字入力」に戻すには、ちラー度手順 D 〜0の操作を行ってください。 

I ヘルプの起動方法 


巧 


「Tablet Keyboard 」 ①表示後、隱定]ボタン（囚）をタッチする 

[Tablet Keyboard 」 の設定画面が表示されます。 


百 [ ヘルプ]ボタン （ B ) をタッチする 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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Q タッチでパソコンを操作する 


操作したいウィンドウを最前面にする 

ウィンドウのタイトルバーをタッチする 

「 TOSH 旧 A Easy Menu 」 の操作メニュー画面び表示されます。 


バイ卜） It •似 •1((0) 巧( V )〜レブけ）_ _ _ _ _ 

■imB 



B 

ウィンドウを最ル化します。 

EI 

ウィンドウを最大化します。 

□ 

ウィンドウを閉じます。 

巧 

ウィンドウを移動します。アイコンをタッチし、そのまま画面を移動したい方 
向にドラッグします。 

H 

ウィンドウの横幅を変更します。アイコンをタッチし、そのまま左ちにドラッ 
グします。 

□ 

D 

ウィンドウのサイズを変更します。アイコンをタッチし、そのまま斜め方向に 
ドラッグします。 

D 

ウィンドウの縦幅を変更します。アイコンをタッチし、そのまま上下にドラッ 
グします。 


設定方法 


[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [Tablet Easy Control Se 忧 ngs ] をタツ 
チする 

「TOSHIBA Easy Menu 」 の設定画面び表示されます。 

設定画面では、 「 TOSH 旧 A Easy Menu 」 の有効/無効と、ヘルプの起動を行うことびできます。 
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2 


ツチでウインドウを操作したい 


「 TOSH 旧 A Easy Menu 」 は、デスクトップに表示されているウインドウを、呼び出したメ 
ニュー画面で操作することびでさます。 


操作方法 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 

































FTOSHIBA Flash Cards ] についで 


「 TOSH 旧 A Desk 己 and 」 の国!をタッチする 

なのように [TOSHIBA Flash Cards ] び表示されます。 


ぶ 

"KJWV 

巧 

• "MM 



(表示例) 


設定したい機能のカードをタッチする 

カードとアイコンび表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目をタッチする 

タッチしたアイコンの機能に設定されます。 


FTOSHIBA Flash CardsJ のヘルプの起動方 ミ 去 


「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の詳細は、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
-> [ユーティリティ] 一 [Flash Cards ] をタッチする 

[Flash Cards の設定]画面び表示されます。 


[ヘルプ]ボタンをタッチする 
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「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 は、デスクトップ上に力ードのように表示されるアイコンを選択し、 
それぞれのカードに割り当て日れている機能を設定-実行することびでさます。 

操作方法 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 






















□「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 について 


FTOSHIBA Flash CardsJ を使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能び巧意されています。表示された力- 
いろいろな操作び実行でさます。 


ドのアイコンをタッチすると、 


力-ド 


内容 


[ロック]の力ード 



コンピューターをワークステーシヨン□ック状態にします。 
解除するには、ユーヴー名をタッチしてください 。 Windows 
の□グオンパスワードを設定している場合は、画面上のキー 
ボードでパスワード入力欄に Windows の□グオンパスワード 
を入力し、 I <—— ' I をタッチしてください。 


〇 e 


[電源プラン]のカード 



表示されたアイコンをタッチすると電源プランび切り替わります。 
^をタッチすると、設定されている電源プランび reco 」 に 
設定されまず。 


魯0 


[ディスプレイ表お]の力ード 


图/口 


表おされたアイコンをタッチすると表示装置び切り替わります。 

「4章 0- 回-ち法2 - nOSHIBA Flash 
CardsJ を使ラ」 


巧©®© 


[輝度]のカード 



表示される画面のスライダーバーで輝度のが態を確認でさまず。 
スライダーバーのつまみを左へドラッグすると、本体液晶ディ 
スプレイの輝度び下びります。また、スライダーバーのつまみ 
をちへドラッグすると、本体液晶ディスプレイの輝度び上びり 
まず。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 について 


力-ド 


内容 


[ワイヤレス]の力ード 



表示されたアイコンをタッチすると使巧する無線 LAN 、 
Bluetooth りの ON / OFF を切り替えまず。 


® 0 〇 


[ス U —プ]のカード 


©をタッチすると、ス U —プ機能び実行されます。 



® 〇 


[イ木止状態]のカード 


@をタッチすると、休止状態になります。 



® 〇 


* 1目 luet 日 0th 機能搭載モデルのみ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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内蔵フラッシュタモリ 


本製品には、内蔵フラッシュメモ U び搭載されています。 

内蔵フラッシュメモ U は、取りはずしできません。 

USB 接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことびでさます。 

お操作にあたって 

•パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 
•あらかじめ、「付録 □ n 内蔵フラッシュメモ U について」を確認してください。 


内蔵フラッシュメモ U に記録された内容は、故障や障書の原因にかかわ日ず保証でさません。 
万び一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 

バックアップ ri 章已バックアップをとる」 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 















面面を見やず < 調舊ずる 

-ディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイを搭載しています。 
外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 



画面の向をを設定する 


本製品は、使用するとさの状態に合わせて、画面表示の向さち自動的に切り替わるよラに設定 
されています。 

自動的に画面の向きを切り替えず、固定の状態で使いたい場合は、巧のように設定してください。 


オリエンテーション□ックボタンを押す 

固定したい角度に表示している状態で実行してください。 




(+ —■-) い 

D (C の）） • 

. 000000000000 


才 U エニ 
□ック 7 

ノテーシヨン 

ずタン 


固定を解除したい場合は、もう一度ボタンを巧してください。 


^ メモ 


アプ U ケーシヨンによっては、画面を縦にした状態では適切に動作しない場合びあります。その場合は、 
画面を横にしたが態で使用してください。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 





















o 画面を見やすく調整するーディスプレィー 


2 


画面の明るをを調壁する 


本体液晶 ディスプレイの 明るさ（輝度） を 調整します。輝度は 「1 〜] 日□」の]日日 段階で設定 
がでさます。 

□輝度の調壁方ミ去 

田 rTOSHEADeskBand 」®!! をタッチする 
g [輝度]のカードをタッチする 

C 1 表示された画面のスライダーパ’一のつまみを左ちにドラッグして、輝度 
を調節する 




画面に表示されるスライダーバーのつまみの位置と「レベル X 」の表示で輝度の状態 
を確認でさます。 

スライダーノ（一のつまみを左へドラツグすると、本体液晶の輝度び下びります。 

スライダーノ（一のつまみをちへドラツグすると、本体液晶の輝度び上びります。 


47 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 






















スピーカーの 音量を調壁す る 


スピーカーの音量は、次の方法で調整でさます。 

n または广^ボタンで調整ずる 


音量をルさくしたいときは音量ルボタン（^)、大きくしたいときは 
音量大ボタン（[^)を押す 

音量ルボタン ( [^ n ) を巧すたびに音量びルさくなり、音量大ボタン ( FF ]) を 
巧すたびに音量び大さくなります。 


〇音量ミキサーから調整する 

0 [スタ-卜]ボタン（@ ) 一[コント□-ルパネル]をタッチする 

f [巧;八ードウエアとサウンド]一[みシステム音量の調整]をタッ 
チする 

[音量 S キサー]画面び表示されます。 

Q 各項目でつまみの上下をタッチして調壁ずる 

■ [ミュート]ボタン（^)をタッチすると消音にュート）になります。 


音量ミキヴ ー- スピーカー(冷000<冷000<>0000000<め00<) 
デバイス (2) アプリケーシヨン 


国 


Q 


巧 


スピーカー システム音 


り 


が 




か） 


读示例) 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 




































D サウンド 


□ 音楽/音青を再生するとを 

音量 S キサーの各項目では、次の音量び調整でさます。 


スピーカー 

スピーカーの音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント （ Windows の終了、システム 
エラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整し 

ぶ9 〇 


また、使用するアプ U ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは、『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 


49 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 







いろいろなタディアカードをほ3 

-ブ u ッジメディアスロットー 


本製品では次のメディアカードをブ U ツジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 


SD メモ I 」カード*1 

(じ(降、 SDHC メモ U 力ード*1、 

SDXC メモ U 力ード*1を含みます。） 

后 



マルチメディアカード 



次の SD メモリカードは、市販のアダプターを装着すると、本製品のブ U ツジメディアス□ツ 
卜でち使用でさます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


min 旧 D メモ I 」力ード*1 

似降、 min 旧 DHC メモ U 力ード*1を含み 

ます。） 

SD メモ I 」カードサイズの min 旧 D メモ I 」 
カー ド用のアダプターを使巧します。 



つ 




•ろ、 


microSD メモ I 」力ード*1 

似降、 microSDHC メモ U 力ード*1を含 

みます。） 

SD メモ I 」カードサイズの microSD メモ 
I 」カー ド用のアダプターを使用 します。 



*1 着作権®護巧術 CPRM に対応していません。 

アダプターの装着や使用方法は、 『 SD メモ U カードに付属の説明書』を確認してください。 

本書では、特に区別して説明する場合を除き 、 SD メモ U 力ード、 min 旧 D メモリカーに 
microSD メモ I 」力ードを 「 SD メモ I 」力ード」と呼びます。 

メディアカードで使用でさる容量については『* * * * (お使いの機種名）シ U —ズをお使い 
のかたへ』を S 崔認、してください。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使巧できません。 
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いろいろなメディアカードを使う -ブ U ッジメディアス□ット - 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマツトされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマツトとは、メディアカードを使えるようにすることです。 

フォーマツトされていないちのを購入した場合や再フォーマツトをする場合は、メディアカー 
ドを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレーヤーなど）で行ってください。 



操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録 0- 田-眶■メディアカードの操作にあたって」を艦忍してください。 


セツトずる 

コネクタカバーのくぼみに指をかけて、コネクタカバーをはずす 




-ぐぼみ 






—コネクタ カバー 
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1 


メディアカードをほラ前 I 




メディアカードの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 


[ T 1 ディアカードを使ラにあたって」を確認してください。 



メディアカードのセツトと取0出し 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


な 


V 














































































O いろいろなメディアカードを使う -ブ U ッジメディアス□ット - 


Q メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
—□ットに挿入する 


奥まで挿入します。 



D 七ットしたメディアカードの巧客を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、巧の手順で見る 
ことびでさます。 

0 [スタート]ボタン （©) 一 [コンピューター]をタッチする 

[コンピューター]画面び表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルタッチする 

iu 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 

SD メモ U 力ード ：セキュ I 」ティで保護された記憶域デバイス 、 SD Card 

マルチメディアカード： U ムーバブルディスク 、 MMC Card 

(表示例) 

セツトしたメディアカードの内容び表示されます。 
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El いろいろなメディアカードを使う-ブ U ッジメディアス□ット - 


ぶすメモ 


• メディアカードによっては、ブ U ツジメディアス□ツトにセツトすると、自動的に内容び表示されたり、 
メディアカードに対する操作を選択する画面び表示される場合びあります。選択画面び表示されたとき 
は、[フォルダーを開いてファイルを表示]を選択してください。 


輔巧生 


1口广因曲 


Q0 SD Card (D:) 
を括のブブシヨシ 


-1 クスブ□ーラー巧巧 


コント□-ルパネルで巨財巧ホの穿油ホ定志します 


(表示例） 


E ■取り出ず 

メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアをを全に取りがしてメディアを取り出す]アイコン（*^) 
をタッチずる 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をタッチしてください。 


X 


1 


l < H — ドウエアをををに取0巧してメディアを取0出す1 


A ^ 卜 I 

カスタマイス... 


-歐か翊拥 I 


⑤ 表示されたメニューか5取り出すメディアカードの項目をタッチする 
③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された5、 X をタッチする 


メディアカードを押す 



カードびかし出てきます。そのまま手で取り出します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 






































Web カタラ巧ほ 3 


本製品には、 rweb カメラ」び搭載されています。 

専用のアプ U ケーシヨンを使ラと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチャットを 
行ったりできます。 

Web カメラは前面と背面の両方についているので、どち日か日でち写真や動画を撮影すること 
びでさます。 

■ Web カメラ（前面） 



Web ブ 

j メラマイク 

1 


丄 


ろ ◎ 

Web 力 ラの使用時に 
LED が点灯します。*1 


* 1前面の Web カメラを使用するときのみ点打します。 


I Web カメラ（背面） 



* 1背面の Web カメラを使用するときのみ点巧します。 

Web カメラについて 


• Web カメラにイ呆護シートび貼ってある場合には、 Web カメラを使用する前に、必ず保護シート 
をはびして < ださい。 

•あらかじめ、 r 付録 n-H Web カメラについ口をお認してください。 
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O Web カメラを使う 


E 

1 

Web カメラのアプリケーシヨ 

ンにごいて 


本製品には、 Web カメラ用のアプ U ケーシヨンび用意されています。 



• Aero モードで「まちウェブカメラアプリケーション」を使用中に、画面の配色び Windows 7 
ベーシックに変換されたとをは、「ま芝ウェブカメラアプ U ケーション」をいったん終了し、再 
度起動してください。 Aero モードに戻ります。 

Aero モードとは 「 Aero デスクトップェクスぺ U エンス」のことです。 


—起動方法 

H [スタート]ボタン（料）一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[マルチメディア]一[ウェブカメラアプリケーシヨン]をタッチする 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」び起動します。 

〇写真や動画を撮影ずる 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」の画面に表示される各ボタンの概要は、なのようになっ 
ています。 

• [写真撮影]ボタン 

画面に映っている画像を、写真として撮影します。 

• [ビデオ録画]ボタン 

画面に映っている画像を、映像として録画します。 

• [アルバム]ボタン 

撮影、録画したファイルの一覧を表示します。 

• [設定]ボタン 

撮影した画像や映像の保を先や、保をあ式、映像品質を設定でさます。 

• [カメラ切替]ボタン 

本製品に搭載された Web カメラの前面と背面のカメラを切り替えます。 

• [解像度]ボタン（國） 

画面左上にあります。 

ボタンを巧すと、解像度を変更でさます。 

•[フラッシュ LED ] ボタン（日） 

画面左上にあります。 

ボタンを巧すと、使用している Web カメラのに D の ON/OFF び切り替わります。 

詳しくは、「東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」のヘルプを参照してください。 
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O Web カメラを使う 


I ヘルプの起動方法 _ 

0 「東芝ウェブカメラアプリケーンヨン」を起動後、[ヘルプ]ボタン（巧） 
をタッチする 






国ネツトワークの世巧へ 


本製品に搭載されている通信に関する機能を説明していまず。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる世界 
2 Bluet 00 th 機能 . 


已8 
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トワークで応がる世巧 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンターを共有したい 
ときや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使ラと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



(接続例) 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でちネットワークに接続でさ 
る、ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエ 
U ア内であればあ日ゆる場所か日コンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコン 
からワイヤレスでネットワーク環境を実現でさます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンターなどの機器の設定を行ラ必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
設定方法の詳細は、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとサポート]をタッチして 、 「Windows 
ヘルプとサポート」を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、各機器に付属の説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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D ネットワークで広がる世界 


2 


ワイヤレス（無線） LAN をほう 


無線 LAN モジュールの確認 


使巧しているパソコンに搭載された無線 LAN モジュールの種類は、 「 ConfigFree 」 を使って確 
言忍でさます。 

体項 I 


I - 役立つ操作集- Confi 呂 Free 」 


通知領域の liConfi 邑 Free] アイコン（里）をタッチする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をタッチしてください。 

表示されたメニューでアダプター名を確認する 

アダプター名び示すモジュールは、それぞれ;欠のよラになります。 

• rintel ( R ) Centrino ( R ) Wireless-N 己1己 OJ 、 または nntel ( R ) Centrino ( R ) 
WiMAX 6150 Function Driver 」 の場合 

IEEE 802.1 1 b . IEEE 802.1 ] 邑および IEEE 802'1] n に対応したモジュレで 
す。また、 IEEE 802.1己 e -200 已に準拠しています。 

このモジュールを 、 「Intel b / g / n - WiMAX モジュール」と呼びます。 

* このモジュールは、邮 iMAX に対応していまず。 

• rintel ( R ) Centrino ( R ) Wireless-N 103 OJ の場合 

IEEE 802.1 ] b および IEEE 802.]] 邑に対応したモジュールです。 

このモジュールを 、 「Intel b / 旨モジュール」と呼びます。 

• fAtheros AR 946 x Wireless Network AdapterJ の場合 

IEEE 802.1 la (W 已 2 /VV 已 3 /VV 已己）、 IEEE 802' l ] b 、 IEEE 802'1] g ちぶび 
IEEE 802.1 ] n に対応したモジュールです。 

このモジュールを、 「 AR 已 B 22 a / 邑 / n モジュール」と呼びます。 

• fAtheros AR 948 己 W 己 - EG Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.11 b . IEEE 802.1 ] g および IEEE 802'1] n に対応したモジュレです。 
このモジュールを、 「 AR 已日22已 b / 旨 / n モジュール」と呼びます。 

• fAtheros AR 900吕 W 己-1 NG Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.11 b . IEEE 802.1 ] 邑および IEEE 802'1] n に対応したモジュレです。 
このモジュールを、 rWB ]9 已 b / 邑 / n モジュール」と呼びます。 



その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、『取扱説明書』と 
の機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

庐？ メモ 

♦ Wi - 円準拠、 WPA / WPA 2 対応、 ]28 bitWEP 对応、2已日 bit AES 対応、 TKIP 対応。 


’ * 本** (お使い 
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D ネットワークで広がる世界 


お線 LAN を使ってみよラ 


A 警告 


む 臓ぺースメーカーを 装着している方は、む 臓ぺースメーカーの 装着部位か5 22 cm じ ( 
上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 

電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[ワイヤレス]の力ードで無効にする 
ことびできます。[ワイヤレス]のカードをタッチして、表示されたアイコン群から 
g をタッチしてください。 

-ス U —プやイ木止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウエアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効に（解除）してください。 



あらかじめ、「付録 D - ra 無線 LAN について」をお認してください。 

『安むしてお使いいただくために』に、セキユ U テイに関してのま意事項や使用上の注意事項を説 
明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュ U テイの設定を行ってください。 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で[ワイヤレス]の 力ードの®アイコン 
をタッチして ON に切り替える 

降の無線の設定方法には、次の2種類びあります。 

• rConfigFreeJ を使ラ 

• Windows 標準機能を使う 

に onfi 旨 Free 」 を使って設定する場合は、体項^®-役立つ操作集- Confi 旨 Free 」 
を参照してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（@)一 [へ 
ルプとヴポート]をタッチして、 「 Windows ヘルプとサポ ー ト」を参照してください。 
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D ネットワークで広がる世界 


お立っ操作集- X 

Confi 呂 Free 

本製品に用意されている「巳 onfigFree 」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN ケー 
ブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能び使えます。 
詳しくは、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「 ConfigFree 」 は、コンピューターの管理をのユーヴーアカウントで使用してください。 

• ファーストユーザーズガイドの起動ち法 

①通知領域のに onfi 吕 Free ] アイコン（里）をプレスアンドホールドして表ホされたメニュ ー 
から、[ヘルプ]をタッチする 

通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 W をタッチしてください。 

• rConfigFreeJ の起動ち法 

「巳 onfi 巨 Free 」 は、 Windows を起動すると自動的に起動し、通巧領域にに onfi 巨 Free ] アイ〕 

ン （さ） び表示されています。通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 g をタッチし 
て < ださい。 

「 Confi 巨 Free 」 を終了させた場合は、次の手順で起動して<ださい。 

①[スタート]ボタン （®) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ネットワーク]一 
に onfi 旨 Free ] 一 に onfi 旨 Free トレイ]をタッチする 

V _ J 

ぶ: ろメモ Windows の□グオン画面で、無線 LAN の状態を確認ずる （1^ 芝無線 LAN インジケーター」) 

•無線 LAN の設定を行い、無線 LAN ネットワークに接続可能なが態の場合、 Windows の□グオン画面 
に[ま芝無線 LAN インジケーター]画面び表示されます。この画面で、現なの無線 LAN の状態をお認 
することびでさます。 

また、無線 LAN ネットワークに接続可能な状態ではない場合は、 Windows の□グオン画面に「ま芝 
無線 LAN インジケーター」のアイコン(^)のみび表示されます。このアイコンをタッチすると、 
[まち無線 LAN インジケーター]画面を表示することびできます。 

なお、 r 東芝減泉 LAN インジケーター」は、表示ち法を変更することびできます。[スタート]ボタン（@) 
一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ネットワーク]一[無線 LAN インジケーター-設定] 
をタッチして表示される、[東芝無線 LAN インジケーター-設定]画面で設定を変更してください。 
•「ま芝無線 LAN インジケーター」は、購入時の状態ではインス! -- ルされていません。 

なの手順でインストールしてください。 

①[スタート]ボタン(@)-[すべてのプログラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス I -―ル]をタッ 
チする 

® [セットアップ画面へ]をタッチする 
@画面のメッセージに従ってインストールする 

[ユーティリティ]タブに [TOSHIBA Wireless LAN Indicator ] の項目が用意されていまず。 
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D ネットワークで広がる世界 


E ■セキュリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュリティ設定を行うことをおすすめします。 

セキュ U ティの設定を行っていない場合、さまざまな問題び発生する可能性びあります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関ずるご注意 
『安むしてお使いいただくために』 

これらの問題に対応するためには、無線アクセスポイントとパソコンの双方で通信データの暗 
号化などのセキュ U ティび必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュ U ティ機能び用意 
されています。 

なのセキュ U ティ設定を行い、セキュ U ティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それ日の 
問題び発生する可能性を低くすることびできます。 

0 [スタ-卜]ボタン （© ) 一[コント□-ルパネル]をタッチする 

f [鸣•インターネットへの接続]をタッチー[ワイヤレス]をタッチする 

現在のワイヤレスネットワークへの接続状態び表示されます。 

f 画面ち下の[ワイヤレスネットワーク接続]画面で、接続したいアクセ 
スポイント名をタッチする 

Q [自動のに接続する]をチェックし、[接続]ボタンをタッチする 

f [ネットワークに接続]画面で必要なネットワークセキュリティ情報を 
入力し、 [0K] ボタンをタッチする 

選択する項目、データ暗号化のち式、ネットワークキーの詳細は、『無線アクセスポイントに 
付属の説明書』を確認のうえ、正しく設定してください。正しく設定していない場合、無線ア 
クセスポイントに接続でさない場合びあります。 



ネットワ—クの世界へ 
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Bluetooth 機能 


* 己 luetooth 機能搭載モデルのみ 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりでさる、世界標準の通信方式です。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりびできます。 

詳しくは、『日 luetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を参照してください。 

起動方法「本節眶 ■- Bluetooth ユーティ U ティユーザーズガイドの起動方法」 



Bluet 00 计 1 機能の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 □ Ka 目 luetooth について」を確認してください。 


ぶすメモ 


Bluetooth のノ（ージョンによっては本製品と通信できない目 luetooth 対応機器びあります。本製 
品では、 Bluetooth Version 1.1、1.2、2.0、 2'0+EDR、 2.1、 2'1+EDR、3.0, 3'0+HS の 
Bluetooth 対応機器と通信びできます。 

2.4GHz 帯の無線 LAN び近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エラーび発生する可能 
性びあります。 


Bluetooth 通信び巧能なが態にずる 


A 警告 


む 臓ぺースメーカーを 装着している方は、む 臓ぺースメーカーの 装着部位か5 22 cm じ ( 
上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 

電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[ワイヤレス]の力ードで無効にする 
ことびできます。[ワイヤレス]のカードをタッチして、表示されたアイコン群から 
>をタッチしてください。 

-ス U —プやイ木止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウエアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効に（解除）してください。 
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O Bluet 001 ih 機能 


「TOSH 旧 A Flash Cards」 で[ワイヤレス]①力ードの⑩アイコン 
をタッチして ON に切り替える 

初めて起動したときは、日 luetooth 用ドライバーのインス!ルび始まります。イン 
ス I -ールび終了するまでお待ちください。 

「Bluetooth Manager ] び起動し、周辺の Bluetooth 対応機器を検索する[自動登録] 
画面び表示されます。すぐに日 luetooth 対応機器を登録する必要びない場合は、[キャ 
ンセル]ボタンをタッチしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使巧する際の[を意]画面び表示された場合は、 
内容を確認のラえ、 [0 のボタンをタッチして画面を閉じてください。 

通知領域に [Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) び表示されます。 iU 降、通知 
領域に常駐し、；欠回 Windows を起動したときには自動的にアイコンび表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) はサービスの状態によって表示び異なります。 
詳しくは、『团 uetooth ユーテイ U テイユーヴーズガイド』を確認してください。 

日 luetooth の電源び入っていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) 
をプレスアンドホールドして表示されたメニューか日、旧 luetooth オン]を選択し 
て電源を入れて < ださい。 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、0をタッチしてください。 

Bluetooth 機能搭載モデルには、ほかの团 uetooth 対応機器と通信するためのユーテイ U テイ 
として 「 Bluetooth ユーテイ U テイ」びプレインス I ルされています。 

な]めて日 luetooth を使うときには、ユーテイ U テイの設定び必要になります。設定方法や通信 
する方法については、『日 luetooth ユーテイ U テイユーヴーズガイド』をご覧ください。 

I Bluetooth ユーテイリテイユーザーズガイドの起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（巧 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一 [ネッ トワーク]— [ Bluetooth] 一 [Bluetooth ユー ザー ズガ イド] 
をタッチずる 
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4m 

m 旧巧なおを巧って巧巧を拓げよ 3 


パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたやさ種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 巨巨 

2 USB 対応機器を使う . 67 

3テレビ/が部ディスプレイの接続 . 69 

4へツドセツトやへツドホンを使う . 76 

已ポート拡張クレードルを使う . 79 











周巧機器をほ 5 巧に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
ラと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を広げることびでさます。 
周辺機器は、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなざます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお還びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

コネクタの仕様について「付録0各インターフエースの仕様」 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、 r 付録 D-K ■周辺機器について」を確認してくださし、。 


巧の周辺機器び使用でさます。 

• USB 対応機器 
•テレビ 

•外部ディスプレイ 
•へッドセット 
• へッ ドホン 
• ポー ト拡張 クレー ドル 
r 本章0し U 降」 
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USB 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしびでさます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には;欠のようなちのびあります。 

• US 日対応マウス • US 日対応キーボード • US 日巧応プ l 」ンター 

• US 日対応スキヤナー • US 日フラッシュメモ U など 

本製品の US 日コネクタには US 日 2.0 対応機器と US 日1.]対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細は、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 



USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録〇-®*- USB 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


取り付け 


US 己ケーブルのプラグを US 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器ちあります。 US 日対応機器の詳細は、 『 US 日対応機器に付属 
の説明書』を確認してください。 


&コネクタカバーのくぼみに指をかけて、コネクタカバーをはずす 




-ぐぼみ 






—コネクタカパー 




USB が応傑巧をほラ 
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且 USB 対応機器を使う 


日 


USB ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の USB コネクタに 
差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 



取りはずし 


US 己対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアをま全に取り外してメディアを取り出ず]アイコン（々） 
をタッチずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場をは、0をタッチしてください。 

この操作を行ってをアイコンが表示されない US 目対応機器は、次の手順は必要ありません。 

手順日 に進んでください。 


1 


ハードウエアをを全に巧りかしてメディアを取り出ず 


♦ 巨] 


カスタマイス... 


9 


② 表示されたメニユーか5取りはずす USB 対応機器の項目をタッチする 

③ 「 A - ドウエアの取りがし」のメッセージが表示された5、 2 L をタッチずる 

パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを巧く 
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テレビ/か部デイスプレイの接続 


本製品とテレビ/が部ディスプレイを H D M I ケーブルで接続すると、画面に Windows のデ 
スクトップ画面を表示させることびできます。 

HDMI 出力端テは、音声ちテレビに出力することびできます。 

パソコンで視聴/再生している映像などちテレビ/外部ディスプレイに表示させることびでさ 
よ9 〇 


パソコン本体と、テレビ/ 

が部ディスプレイを接続する 

r 本節のバソコンに接続する」 


パソコンの画面をテレビ/ 

外部ディスプレイに表示ずる設定をする 

体節回表示を切り替える」 






テレビ/が部デイスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録 D-K ■■テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認して 
<ださい。 


■接続の前に 

テレビ/外部ディスプレイを接続するときは、『テレビ/外部ディスプレイに付属の説明書』ち 
あわせて確認してください。 

HDMI 端テびあるテレビ/外部ディスプレイを接続できます。 


ケーブルについて 


HDMI ケーブルは、市販のもので、本製品に接続する側び microHDMI タイプのプラグのもの 
を使用してください。 

接続するテレビ/外部ディスプレイ側のプラグについては、『テレビ/外部ディスプレイに付属 
の説明書』を確認してください。 

HDMI ケースレは 、 HDMI □ゴ (HiJmi ) の表示びあるケーブルをご使用ください。 


ぶすメモ 


使用可能なテレビ/外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なりま 
す。解像度にあったテレビ/が部ディスプレイを接続してください。 

テレビ/外部ディスプレイへの出力あ式を設定するち法は、「本節巧]表示を切り替える」を参照し 
てください。 

著作権保護された映像などをテレビに表示ずるためには、 HDCP に対応したテレビを接続してください。 
テレビ/外部ディスプレイを接続ずると、画面表示び横になることびありまず。元の向きで使用する場 
合は、再度パソコン本体の向さををえてください。 
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テレビ/外部デイスプレイの接続 


1 


パソコンに接続する 


HDMI ケーブルのプラグをテレビ/が部ディスプレイの HDMI 入力端 
子に差し込む 

テレビ/が部ディスプレイの電源を入れる 

コネクタカバーのくぼみに指をかけて、コネクタカバーをはずす 




-ぐぼみ 

* I ~! 





—コネクタカパー 



HDMI ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の microHDMI 出 
力端子に差し込む 



ぶ巧メモ 


HDMI 接続で、テレビ/外部ディスプレイに映像を映しているとを、 HDMI ケーブルを巧いたあと、再 
度 HDMI ケーブルを接続する場合は已砂 W 上間隔をあけてください。 


周用 


〇 
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Q テレビ/外部ディスプレイの接続 


□音青の出力をパソコン本巧のスピーカーか6テレビ/か部ディスプレイに切 
り替える 

HDMI ケーブルで接続したテレビ/外部ディスプレイか日音声び出なし觸合は、;欠の設定を行つ 
てください。 

0 [スタ-卜]ボタン（@ ) 一[コント□-ルパネル]をタッチする 

[3 分八ードウエアとサウンド] 一 [、 e > サウンド]をタッチする 

[サウン円画面び表示されます。 


g 


[再生]タブで[インテル （ R ) ディスプレイ用オーディオ]と説明びあ 
る項目を選択し、[既定値に設定]ボタンをタッチする 

[0 K ] ボタンをタッチする 


この設定を行ラと、パソコン本体から音声び出力されなくなります。テレビ/外部デイスプレ 
イを取りはずし、パソコン本体か日の音声出力に戻す場合は、手順0で[スピーカー]を選 
択し、[既定値に設定]ボタンをタッチしてください。 


因 


表示を切り替える 


テレビ/外部ディスプレイを接続した場合には、巧の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更できます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示またはテレビ/外部ディスプレイだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 
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Q テレビ/外部ディスプレイの接続 


I 本体液晶ディスプレイとテレビ/が部ディスプレイの同時表 nr 
クローン 表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トップ画面を表示します。 


拡張表示* 

2つの表示装置を]つの大さなデ 
スクトップ画面として使用け広張 
表江〇します。 

* あ張表示は 、 「Extended Desktop ] 
と表おされることびあります。 














—、 


テレビ/外部ディスプレイに表示するには;欠の設定を行ってください。設定を行わないと、テ 
レビ/外部ディスプレイには表示されません。 

片？ メモ 

• テレビ/外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に 
合った色数/解像度で表示されまず。 

• 表示を切り替えたとき、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻りまず。 

• テレビ/外部ディスプレイに表おする場合、表ホ位置や表示幅などび正常に表示されない場合びありま 
す。この場合は、テレビ/が部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 

• 映像を再生ずるアプ U ケーションで使用する表示装置を変更したい場合は、アプ U ケーションを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびできません。 

•著作権保護された映像を、 microHDMI 出力端子に接続したテレビ/外部ディスプレイに表示したい場 
合は、テレビ/が部ディスプレイだけに表示するよラ設定してください。 

クローン表示に設定している場合は、映像び表示されません。 

•「電源オプション」で省電力機能を設定してテレビ/外部ディスプレイの表示び消えた場合、画面にさ 
わると表示び復帰します。また、ス U —プに設定してある場合は、電源スイッチを才 U エンテーション 
□ックボタン側にスライドしてください。表示び復帰するまで]□秒前後かかることびありまずび、故 
障ではありません。 
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Q テレビ/外部ディスプレイの接続 


(表示例） 

■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビだけに表示 
① [動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 
⑤ [主ディスプレイ]で次の項目を選択ずる 

-本体液晶ディスプレイに表示する場合：[内蔵ディスプレイ] 

- microHDMI 出力端テに接続している表お装置に表示する場合：[デジタルテレビ] 

③ [適用]ボタンをタッチする 

メッセージび表示されます。確認して[□ロボタンをタッチしてください。 

■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 
① [動作モード]で次のいずれかを選択ずる 

-[ク□-ンディスプレイ]:ク□—ン表示 
-日広張デスクトップ]:拡張表示 

⑤ [主ディスプレイ]と [2 ま目のディスプレイ]を設定ずる 

[内蔵ディスプレイ]は r 本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は 
「 microHDMI 出力端テに接続している表示装圏を示します。 

③ [適用]ボタンをタッチする 

メッセージび表示されます。確認してのロボタンをタッチしてください。 


方法！ーデスクトップ画面で設定する 


デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場 
所にポインターを移動し、プレスアンドホールドする 

メニューび表示されます。 

[グラフィックプ□パティ]をタッチする 

[次のアプ U ケーシヨンモードのいずれかを遇択してください]画面び表示された場 
合は、[基本モード]を遇択し、 [0 ロボタンをタッチしてください。 

円[ディスプレイ]一[マルチディスプレイ]で表示装置を設定する 
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Q テレビ/外部ディスプレイの接続 


^9方法2 - 「TOSHIBA Flash CardsJ を使う 
I 表示装置を選がする _ 

「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で[ディスプレイ表示]の力ードをタッチすると、表示装置を選 
択する画面び表示されます。 



* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）に表示した場合の 
カードです。 


* アイコンの一覧です。実際は接続している表示装置に応じて切り替え可能なパターンのみ表示されます。 

上のカードは現在の表示装置を、下のアイコンは切り替え可能なパターンを示しています。 
設定したい表示装置のアイコンをタッチすると、表示装置び切り替わります。 

アイコンは、左か日次の意味を表しています。 

• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表お 

• LCD + HDMI . 本体液晶ディスプレイと microHDMI 出力端テに接続 

の表示装置にク□ーン表示 

• HDMI . microHDMI 出力端子に接続の表示装置だけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• LCD + HDMI 拡張デスクトップ . 本体液晶ディスプレイと microHDMI 出力端テに接続 

の表装置に拡張表 

本体液晶ディスプレイが主ディスプレイになります。 
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Q テレビ/外部ディスプレイの接続 


[ディスプレイの入れ替え]アイコンをタッチすると、をディスプレイび切り替わります。 

I ヘルプの起動方法 _ 

「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の詳細は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

Q [スタート]ボタン （©) 一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards ] をタッチする 

[Flash Cards の設定]画面び表示されます。 

口 [ヘルプ]ボタンをタッチする 


パソコンか6取りはずす 


Q microHDMI 出力端子からケーブルを巧く 
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□化お表示でまディスプレイを切り替える方法 

現在の表示装置び拡張表示に設定されている場合、主ディスプレイと2番目のディスプレイを 
切り替えるアイコン（(^)び表示されます。 



:画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）とテレビ 
を接続した場合です。 


〇魯@魯感 


(表示例） 
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へツド七ツトをほう 


へツドセツト/へツドホン端子には、へツドセツトを接続でさます。本製品にはサウンド機能 
び搭載されています。 

サウンド機能について「2章0サウンド」 


■■使用でまるへッドセット 

本製品で使用でさるへッドセットは;欠のとおりです。 

•プラグは直径3.已 mm 4 極ミニジャックタイプび使用できます。 
• すべてのへッドセットに対応するちのではありません。 

•左図の数字は、次の内容を示します。 



1 

2 

3 

4 


才一了ィオ左 
才ーディオち 
グランド 
7イク 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推奨するへツ 
ドセツトを使用してください。 
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卜やぺッドホン巧ほ3 


本製品には、へツドセツトやへツドホンを接続できます。 

へツドセツトを使ラと、音声ソフトの使用や音声を使ったチヤツトを行ラことびできます。 
本製品で外付けのマイクを使ラとさは、へッドセツトのマイクを使用してください。 




へツドセツトやへツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、「付録【1-*■■へッドセットやへッドホンの操作にあたって」を確認してくだ 
さい。 


周辺機器を使って機能を広げよラ 



































u へッドセツトやへッドホンを使う 


B 接続ずる 


IQ へッドセツトのプラグをへッドセツト/へッドホン端子に差し込む 



匪選パソコン上で録音ずるとまの音量調整 

接続したマイクか日録音をする際の音量を調節でさます。 


I 設定方法 



[スタート]ボタン（科）一[コント□-ルパネル]をタッチする 
[す^八ードウエアとサウンド]をタッチする 

[® Realtek HD 才ーデイオマネージャ]をタッチする 

[Realtek HD 才ーデイオマネージャ]画面び表示されます。 

[マイク]タブの[録音ボリューム]のつまみで音量を調節する 
[閉じる]ボタン （®) をタッチする 


E ■取りはずし 

へツドセツト/へツドホン端子からへツドセツトのプラグを巧く 
























D へッドセツトやへッドホンを使う 


因 


へツドホンをほラ 


へッドセット/へッドホン端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできます。 
へッドホンのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 

本製品にはヴウンド機能び搭載されています。 

ヘッドホンの音量は音量ルボタン（[^ □) と音量大ボタン ( r^ )、 または Windows の 
音量 S キサーで調節してください。 

區承に章 □ サウンド」 


接続する 

へッドホンのプラグをへッドセツト/へッドホン端子に差し込む 




へッドセット/ 
へッドホン端子 


取りはずすときは、へッドセツト/へッドホン端モか日へッドホンのプラグをなきます。 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 

















—卜！ S 5 i クレードル巧ほ3 


本製品のドッキングポートに、オプションのポート拡張クレードル（型番： PAAPR 009) を 
接続することびでさます。 

ポート拡張クレードルには、さまざまな周辺機器を接続することびできるため、パソコンの機 
能を広げることびでさます。 


ポート拡張クレードルにごいて 


本体との接続方法など詳細は、『ポート拡張クレードル取扱説明書』を参照してください。 
ポートあ張クレードルを接続すると、本体の電源コネクタは使用でさなくなりますので、ポー 
卜あ張クレードルの電源コネクタを使用してください。 

ポート拡張クレードルのラち、本製品に対応しているコネクタは、次のとおりです。 

() 内はコネクタの数です。 

•へッドホン出力端モ 

• USB 2.□コネクタ （2) 

• HDMI 出力端モ 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 








■ バッテリー駆動で巧う 


パソコンをモバイル使用ずる際に大事な巧在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電や巧電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリーについて . 82 

2省電力の設定をずる . 87 







1 I バッテ y - について 


パソコン本体には、バッテ U -パックび取り付け日れています。 

本製品を初めて使用するとさは、 AC アダプターを接続してバッテ U —パックを充電してくだ 


さし、 


バッテ U —パックを充電すると、バッテ U —駆動 （AC アダプターを接続しない状態）で使ラ 
ことびでさます。 

バッテ U- 駆動で使う場合は、あ日かじめバッテ U- パックの充電を完了（フル充電）させて 
ください。 

指定する方法•環境 LU 外でバッテ U —パックを使巧した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』に、ノ（ッテ U —ノ（ックを使用するときの重要事項び記述され 
ています。バッテ U —駆動で使ラ場合は、あ日かじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 


V 


公危険 

• バッテ U - パックは、本製品に内蔵の製品を使用する 

寿命などで交換する場合は、東芝 PC あんしんサポートに依頼してください。バッテリー 
パックの交換は、保証期間内でち有料になります。 




バッテリーを使用するにあたって 


使 

ラ 


•あらかじめ、 r 付録バッテリ-について」を蹈忍してくださし、。 


82 
















D バッテリーについて 


バッテリー巧電■をお認する 


バッテ U —駆動で使ラ場合、バッテ U —の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要びあります。 

n システムインジケーターでお認する 

AC アダプターを使用している場合、 DC IN/Battery CD LED び点灯します。 



DC IN/Battery Q1_ED は;欠の状態を示しています。 


白色 

コ 5:I=I=II-U マ 
凡巧;兀 J 

オレンジ色の点灯 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電び必要 

バッテ U- の充電について「本節巧]バッテ U- を巧電する」 

消灯 

AC アダプターび接続されていない 

AC アダプターを接続していてち消灯している場合は、バッテ U —異常 
の可能性びあります。東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


〇通知領域の[バッテリー]アイコンでお認ずる^^^ ■ 

通知領域の[バッ了リ ー ] アイ〕 ン（國）をタッチすると、 お完全に充電されました(100%) 

バッテリー充電量や電源プランなどが表示されます。 U 

君原プラシを選巧してください： 

みパランス 
0eco 


画面の巧るさの調整 
その他の電巧オプション 


Ilf I い 


X 父 :XX 

XXXX/XX/XX 






















D バッテリーについて 


• 1 力月し U 上の長期にわたり、 AC アダプターを接続したままパソコンを使用してバッテ U —駆動を行わ 
ないと、バッテ U -充電量び少しずつ減少します。このような状態でノくッテ U — 充電量び減みしたとき 
は、 DC IN/Battery □1_ED や[バッテリー]アイコンで充電量の減少、び表示されないことびあり 
ます。1力月に1度は再充電することを巧奨します。 

•長時間使用しないでバッテ U- び自然に放電しきってしまったときは、警告音を鳴らず、 DC IN/ 
Battery CU LED でち放電しさったことを知ることはでさません。長時間使用しなかったとさは、充 
電してから使用してください。 


K ■時計用バッテリー 

本製品には、バッテ U —パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計巧バッテ U —び内蔵さ 
れています。 

時計用バッテ U —の充電は、 AC アダプターを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行 
われますので、普通に使用しているとさは意識する必要はありません。ただし、充電量びかな 
い場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 


m 


E ■バッテリー巧 電量び 減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量びかなくなると、巧のよラに警告します。 

• DC IN/Battery CD に D びオレンジ色に点滅する（バッテ U- の残量びかないことを示し 
ています） 

•パ'ッテI」 一の アラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をタッチして表示 
される[詳細設定]タブの[バッテ|」]^ [バッテI」低下の通知]や[バッテ U 低下の操作] 
で設定すると、バッテ U —の残量びかなくなったことを通知したり、自動的に対処する動作 
を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章日省電力の設定をずる」 

上記のよラな警告び起こった場合は、ただちにパソコン本体に AC アダプターを接続し、充電 
してくださし、 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ U —減少の警告び起こってち何ち対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源び切れます。 

幻メモ _ 


4 

バッテリ I 駆動で使ラ 8 









D バッテリーについて 


2 


バッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 



バッテリーを充電するにあたって 


あらかじめ、 r 付録 □- in - バッテリ-を充電するにあたって」をお認してください。 


巧電方法 


パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードのプラグをコンセ 
ントに差し込む 

DC IN/Battery Q LED びオレンジ色に点灯すると、充電び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON / OFF にかかわ日ずフル 
充電になるまで充電されます。 


DC IN/Battery CD LED び白色になるまで充電する 

バッテ U - の充電中は DC IN/Battery Q LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN / Ba け ery □ LED び消灯している場合は、電源び供給されていません 。 AC 
アダプター、電源コードの接続を確認してください。 


ぶすメモ 


パソコン本体を長時間ご使用にならないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さし、。 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテ U —充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度びほいとさ、バッテ U —パックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプ U ケーシヨンを使巧しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳しくは、『**** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照してください。 

■バッテリー駆動時間 

バッテ U —駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは、『**** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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'八ッテリ I 駆動で使ラ 

























D バッテリーについて 


次の点に気をつけて使用すると、バッテ1」一の機能低下を遅くすることびでさます。 

•パソコンと AC アダプターをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用し 
ないとさは、 AC アダプターをコンセントからはずしてください。 

•おもに AC アダプターを接続してパソコンを使用し、バッテ U -パックの電力対まとんど使 
用しないなど、] 00%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U —の機能ほ下を早める場合 
びあります。 

• 1力月に]度は、 AC アダプターをはずしてバッテ U - 駆動でパソコンを使用してください。 

I バッテリー巧電量を節約する方法 _ 

ノ（ッテ U —を節約して、本製品をノ（ッテ I 」一駆動で長時間使用するには、次の方法びあります。 

• こまめに休止状態にする 

「2章休止状態」 

• 省電力の電源プランを設定する 

「本章0省電力の設定をずる」 

I バッテリーの充電能力を調べる 


バッテ U —パックは、消耗品です。「東芝 PC ヘルスモニタ」を使用すると、バッテ1」ーパック 
を交換する目安を調べることびでさます。 

r 巨章0バソコンの動作状況を監視し、記録ずる」 
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■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U —充電量はかしずつ減っていきます。 
バッテ U —の保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U —プを実行した場合、放電しさるまでの時間び非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブ U ッドス U —プにすることをおすすめします。 

八イブリツドス U - プについて「2章已■居]-^ ■ ス U - プ機能を強化する」 



〇バッテリーを長持ちさせる 

本製品のノ（ッテ U — をより有効に使ラための工夫を紹介します。 

バッテリーの機能ほ下を遅くする方法 


バッテリ I 駆動で使ラ 









力の設ちをずる 


の 


電源オプシ 



r 電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

ノ（ッテ U —駆動でノ（ソコンを使用しているときに、消費電力を減日して長い時間使巧するよラ 
に設定したり、電力を使ってノ（フォーマンスの精度を上げるように設定したりできます。 

これ日の電源設定を電源プランといいます。 

r 電源オプション」では、使用環境にあわせて設定された電源プランびあらかじめ用意されてい 
ますので、使用環境び変化したとさに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびでさます。 

購入時には、巧の電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
します。 

• eco 

東芝の推奨する設定により、消費電力をおさえます。 

体項 KB -役立つ操作集-まミ ec □ユーティ U ティ」 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスをお下させ、消費電力をおさえます。 

バッテ U -駆動のときにこのプランを使巧すると、バッテ U -び通常より長くもちます。 

•高パフオーマンス 

パフォーマンスと応答速度を最大にします。バッテ U —駆動のときにこのプランを使用する 
と、バッテ I 」一び通常よりち早く消費されます。 

* I ■省電力」、「高パフォーマンス」は[追加のプランを表示します]の V をタッチすると表示されます。 

さ電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちでさます。詳しくは、 r 電 
源オプション」のヘルプをご覧ください。 
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'八ッテリ I 駆動で使ラ 



o 省電力の設定をする 


起動方法 


0 [スタ-卜]ボタン （© ) 一[コント□-ルパネル]をタッチする 

[もシステムとセキュリティ]一[ぶ電源オプション]をタッチする 

「電源オプション」び起動します。 


ヘルプの起動方法 


r 電源オプション」を起動後、画面ち上の i ; gb 卡タンをタッチする 




少す 31 コント巳ール‘;ネレぶな寞 




¥1 


^屋スにしたウ、電力を節巧したウできます.プラン 
5電ホをををを更することでカスタマイスしてくださ 


表示された一覧か5知りたい項目をタッチする 

該当するページび表示されます。 


没立つ操作集 


東芝 eco ユーティリティ 

東芝の推奨する設定により、電源プランやディスプレイの明るさなどを自動的に調節して、消費電力 
をおさえます。 

詳しくは、 r 東芝 eco ユーテイ U テイ」のヘルプをご覧ください。 


[ユーテイリテイ] 


I 起動方法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 

一 [ eco ユーティ IJ ティ]をタッチする 

初回起動時は、[はじめにお読みください]画面が表示されますので、[同意する]をチェックし、 
[0 K ] ボタンをタッチしてください。 

[ T 日 SH 旧 A eco ユーティリティ]画面が表示されます。 

ヘルプの起動ち法 

① [ T 日 SH 旧 A eco ユーティ U ティ]画面で[ヘルプ]ボタンをタッチする 
rrOSHIBA eco ユーティ U ティ」のヘルプが表示されます。 



'八ッテリ I 駆動で使ラ 
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6 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用ずるときの、システム上のさまざまな環境を設定ずる方 
法について説明しています。 


1システム環境の変更とは . 90 

2東芝 HW セットアップ . 91 

3 BIOS セットアップを使う . 92 

4パスワードセキュリティ . 94 

已 TPM を使ラ . 106 

巨パソコンの動作状況を監視し、記録する 

-ま芝 PC ヘルスモニター . 109 












システム垣境の巧ちとは 


本製品は、巧のよラなパソコンのシステム環境を変更でさます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーテイ U テイで変更するか、または BIOS セッ 
トアップで変更するか、2つの方法びあります。 

通常は、 Windows 上のユーテイ U テイで変更することを推奨します。 

さ項目の詳細は、1；!降の説明を参照してください。 


変更できる項目 

Windows 上のユーテイリテイ 

八ードウエア環境（パソコン本体）の設定 

「東芝 HW セットアップ」 

パスワード 

セキユリ了ィの設定 

ユー ヴーパスワード 

r 東芝 HW セットアップ」 

スーパーパ'ィヴー 
パスワード 

「スーパーバイヴーノ（スワード ユー テイ U テイ」 

省電力の設定 

「電源オプション」 



BIOS セットアップについては r 本章且 BIOS セットアップを使う」をご覧ください。 



システム環境の変更 












r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 
複数の ユー ヴ ーで 使用する場合ち、設定内容は全 ユー ヴ ーで 共通になります。 


起動方法 


Q [スタ-卜; 

口- [ュ-ラ 

■ r 東芝 HW セ 


卜]ボタン（り）一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
ティリティ] 一 [ HW セットアップ]をタッチする 

ットアップ」び起動します。 


Q きタブで機能を設定し、 [0 K ] ボタンをタッチする 

[キャンセル]ボタンをタッチした場合は、設定び変更されません。 


I ヘルプの表示方法 _ 

n [東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目の上へ指をドラッグ 
するように移動させ、そこで指をはなしてしば5く（約已砂）待つ 

!項目に巧するヘルプび表示されます。 

■ ’ヘルプび見えにくい場合は、マウスを使用して、知りたい項目にポインターを置いて 
ください。 










n 

a 


起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


起動^^^^^^^ 

データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた「2章日- m 電源を切る」 


口 音量大ボタン （ m ) を押しなび5、電源を入れ、表示されたメニュ ー 
で [< セットアップ起動 >] をタッチし、 Windows ボタン （©) を 
押す 

電源の入れかた『取扱説明書』 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店を互キーをタッチしてください。 

パスワードについて r 本章 □ バスワードセキュ U ティ」 

日 IOS セットアップび起動します。 

超動でさなかった場合は、通常の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、手順 
Q をやり直してください。 



BIOS セットアップをほ5 


日 IOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。 

次のよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体）の設定 
• セキュ I 」ティの設定 
• 起動方法の設定 


f ^ メモ己 IOS セツトアップを使用する前のを意 



I 通常、システム構成の変更は Windows 上の「まち HW セットアッ刀、「電源オプション」、「デバイス 
マネージャー」などで巧ってください。 

「ま芝 HW セットアップ」について「本章已まち HW セットアップ」 

「電源オプション」について「已章日省電力の設定をする」 

「デバイスマネージャー」について 『Windows ヘルプとサポート』 

I 使用しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映されない場合びあります。 

I BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切っても消えません。しかし、時計用バッテ U - び消耗 
した場合は標準設定値に戻ります。 
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システム環境の変更 9 



















Q BIOS セツトアップを使う 


B 終了 

BIOS セツトアップを終了します。 


円敝了] メこュ-をタッチする 

Q 終了方法のいずれかをタッチし、 Windows ボタン （◎) を巧す 


f 画面の指示に従って己 IOS セットアップを終了する 

Windows が起動します。 


mm 甚本操作 


基本操作は;欠のとおりです。 

巧の表で紹介しているキー操作は、キーボードボタン（(^)を巧してソフトウェアキーボー 
ドを表示すると実行でさます。 

* ソフトウェアキーボードを表示している間、タッチ操作はでさません。 


メニューを選択ずる 

タッチまたは1卜] r — 1キー 

上段のメニュー名び反転している部分び現在表示している 
メニュー画面です。 

変更したい頂目を選択ずる 

タッチまたは ( XllD キー 

画面中で反転している部分び現在変更でさる項目です。 

設定値を選択ずる/サブメニュ ー 
や設定値の一覧を表おする 

タッチして Windows ボタン (包) を巧す、 

または1 RVVi キー 

項目の内容を変更ずる 

网、臣司キ- *- 部の項目のみ 

設定内容を標準値にずる 

回 キー 

確認メッセージび表示されます。[はい]または [Yes] を 
タッチして Windows ボタン （©) を巧す、または 1 ent \ 
キーをタッチしてください。 

各種パスワードはこの操作をしてち削除されません。 

設定を保存し、己 IOS セットアッ 
プを終了ずる 

キー 

確認メッセージび表示されます。[はい]または [Yes] を 
タッチして Windows ボタン (包) を巧す、または 
キーをタッチしてください。 

BIOS セットアップ終了後、 Windows び起動します。 

設定を保存しないで、 BIOS セッ 
トアップを終了する 

1说1キー 

確認メッセージび表示されます。[はい]または [Yes] を 
タッチして Windows ボタン （◎) を巧す、または |f/vr| 
キーをタッチしてください。 

BIOS セットアップ終了後、 Windows び起動します。 
サブメニュー表示中は]つ前の画面に戻ります。 

ヘルプを表示する 

回 キー 
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パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて次の3種類びあります。 

• Windows □グオンパスワード 

- Windows に□グオンするとき 

-インスタントセキュ U ティ状態やパスワード保護の設定をしたスク U —ンセーバーを解除 
するとさ 

インスタントセキュ U ティ機能 

に章 0-「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 を使った便利な機能」 

•ユーザーパスワード、スーパーバイザーパスワード （ BIOS パスワード） 

-電源を入れたとさ 
-休止状態か日復帰するとさ 

ユーヴーパスワードやスーパーバイヴーパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどに 
パスワードの入力び必要になります。 

通常はユーヴーパスワードを登録してください。 

• HDD パスワード 

内蔵フラッシュメモ U を起動するとき 

ここでは、ユーヴーパスワード/スーパーバイヴーパスワードや HDD パスワードの設定方法 
について説明します。 


^ メモ 


スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードでは、違ラ文字列を使用してください。 

パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

パスワードを入力するとをは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、画面上のキー 
ボードまたはが付けキーボードの文字キーを使って直接入力して<ださい。 



パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種をお 
認後、まち PC あんしんヴポートに連絡してください。 

パスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は有料です。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、内蔵フラッシュメモリは永久に使用できなくなり、交換対応となります。 
この場合を有料です。またどちらの場合を、身分証明書（お客様自身をお認できる物）の提示び 
必要となりまず。 


94 


^システム環境の変更 

















匠！パスワードセキュリティ 


I パスワードにほ用でをる文を _ 

ユーヴーパスワード、スーパーパ'イヴーパスワード、 HDD パスワードに使用でさる文字は次 
のとおりです。 

アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

abcdefghijkimn 日 pqrstuvwxyz 

数字（半角） 

0123456789 

記号の一部（半角） 

-(スぺース）など 

使用できないで字 

. 全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 

【例】漢字、カタカナ（全角/半角）、 ひらびな' 日本語入カシステム 
び供給する記号など 

-記号の一部（半ち） 

【例】；（バーチカルライン） 

¥ (エン）など 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使巧でさ 
ない文字び含まれています。この場合、ちラー度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記 r 使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ず画面上のキーボードまたは外付けキーボードか日]文字ずつ直接入力してくだ 
さい。 


■ I [ユーザーパスワード 


r 東芝 HW セットアップ」でユーヴーパスワードの設定や設定の変更びでさます。 

ユーヴーパスワードは、 BIOS セットアップの[セキュリティ]メニューでち設定できますび、 
r 東芝 HW セツトアップ」で設定することをおすすめします。 


■■ユーザーパスワードの登録 

あらかじめキーボードアイコン （§]) をタッチして、画面上にキーボードを表示させてから、 
LU 降の操作を行ってください。 



[スタート]ボタン（〇)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をタッチする 

r 東芝 HW セットアップ」び起動します。 

[パスワード]タブで[ユーザーパスワード]の[登録]をタッチする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 
















匠！パスワードセキュ U テイ 



[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0 K ] ボタンをタッチする 

パスワードは] 0文字じ(内で入力でさます。 

パスワードに使用でさるで字「本節-バスワードに使用でさる夕字」 

パスワードは「*」（アスタリスク）で表示されますので画面で確認でさません。間 
違えないよラ、気をつけて入力して<ださい。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

パスワードの確認画面び表示されます。 

[パスワードの確認]に手順且で入力したパスワードをもう一度入力 
し、 [0 K ] ボタンをタッチする 

パスワードび登録されます。 

入カ エラーの メッセージび表示された場合は、 [0 のボタンをタッチして画面を閉じ、 
手順0か日操作をやり直してください。 

表示されるメッセージを確認し、にのボタンをタッチする 

パスワードび登録されます。 

必要に応じて、[パスワードの注釈]を入力する 

[パスワードのを釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録でさます。 

登録すると、パスワードの入力び必要なとさに、登録した文字列び表示されます。 
使用でさる文字列はユーヴーパスワードと同様です。 

バスワードに使用でさる夕字「本節-バスワードに使用でさる夕字」 

パスワード文字列そのちのを登録しないで<ださい。 

[0 K ] ボタンをタッチする 


拉メモ 

•パスワードを忘れてしまったとさのために、必ずパスワードを控えてください。 









匠！パスワードセキュリティ 


U ユーザーパスワードの削除 

ユーヴーパスワードを削除するには、巧の手順を実行してください。 

あらかじめキーボードアイコン （ g ) をタッチして、画面上にキーボードを表示させてから、 
LU 降の操作を行ってください。 


n [スタ-卜]ボタン 

\ \ [ューティリティ 


(©) 一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
■ティリティ] 一 [ HW セットアップ]をタッチする 

M r 東芝 HW セットアツ刀び起動します。 



[パスワード]タブで[ユーザーパスワード]の[未登録]をタッチする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 

[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0 K ] ボタンをタッチする 

パスワードび削除されます。 

パスワードの入カエラーの場合は、ちラー度手順0か日操作を行ってください。 

入カエラーび3回続いた場合は、パスワード削除の操作びでさなくなります。この場 
合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう一度手順 D か日削除の操作を行ってく 
ださい。 

ま示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをタッチする 


巧 [0 K ] ボタンをタッチする 


E ■ユー ザーパスワードの巧更 

ユーヴーパスワードを変更したい場合は、ユーヴーパスワードを削除してから、新たに登録し 
てください。 









匠！パスワードセキュ U テイ 


3[スーパーバイザーパスワード 


「スーパーパ'イヴーパスワードユーティ U ティ」で、 Windows 上からスーパーパ'イヴーパスワー 
ドの設定や設定の変更びでさます。 

スーパーパ'イヴーパスワードは、 BIOS セットアップの[セキュリティ]メニューでも設定で 
さますび、「スーパーパ'イヴーパスワードユーティ U ティ」で設定することをおすすめします。 

封メモ _ 

• スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードでは、違ラものを使用してください。 

•パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

•パスワードを入力するとをは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、キーボードの 
文字キーから直接入力してください。 


あらかじめキーボードアイコン （ g ) をタッチして、画面上にキーボードを表示させてから、 
LU 降の操作を行ってください。 

Mr スーパーバイザーパスワードユーティリティ J の起動方法 H 

n [スタート]ボタン（も i ) 一 [すべてのプ□グラム]一[アクセサリ] 
P -[ファイル名を指定して実行]をタッチする 

0 rc：¥Program Files ¥ TOSHIBA ¥ Utilities ¥ SVPWUTIL.exeJ と入 
力する 

[0 K ] ボタンをタッチする 

^9スーパーバイザーパスワードの登録 

n [スーパーバイザーパスワード]①瞪録]をタッチする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 


[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0 K ] ボタンをタッチする 

パスワードは] 0文字じ(内で入力でさます。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーをタッチして直接入力して<ださい。 

パスワードを忘れてしまったとさのために、必ずパスワードを控えてください。 

























匠！パスワードセキュリティ 


口 


K 1 [パスワードの確認]にもう一度パスワードを入力し、にのボタンを 
タッチする 

表示されたメッセージを確認し、 [0 のボタンをタッチする 
[ユーヴーパスワードモード]を設定する画面び表示されます。 

HW セットアップを起動するときにスーパーバイザーパスワードを入力 
するように設定したい場合は [HW セットアップの起動禁止]を選択し、 
[0 K ] ボタンをタッチずる 

「スーパーバイザーパスワードユーティリティ」①メイン画面で [0 K ] 
ボタンをタッチする 

g 表示されたメッセージを確認し、[はい]をタッチする 

n スーパーノ（イヴーノ くスワードび登録されます。 

；■スーパーバイザーパスワードの削除 


[スーパーバイザーパスワード]の[未登録]をタッチする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 

[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0 K ] ボタンをタッチする 

r スーパーバイザーパスワードユーティリティ」のメイン画面でにの 
ボタンをタッチする 

表示されたメッセージを確認し、[はい]をタッチする 

スーパーノ（イヴーノ（スワードび削除されます。 



システム環境の変更 


















匠！パスワードセキュ U テイ 


3 


パスワードの入力 


電源を入れたとを/化止が態か6復帰するとを 


パスワードを登録している場合、パソコンまたは BIOS セットアップ起動時にパスワードの入 
力をラなびすメッセージび表示されます。 

この場合は、巧の手順を行ってパソコンまたは团 OS セツトアップを起動します。 


設定したとおりにパスワードを入力し、店を日キーをタッチする 

パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
れ直してください。 


■■パスワードをちれてしまつた場合 

パスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。パスワー 
ドの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。またそのとさ、身分証明 
書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要となります。 


の 


HDD パスワード 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

HDD パスワードは、内蔵フラッシュメモ U を保護するセキュ U ティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


ミち意事頃 


登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



万び一登録したバスワードを忘れた場合、修理-保守対応ではパスワードを解除できません。こ 
の場合、内蔵フラッシュメモ1」は永久に使用でをなくなり、内蔵フラッシュメモ U の交換対応と 
なります。この場合、有料での交換となります。 

内蔵フラッシュメモ U び使用でさなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に巧 
して生じた、いかなる損失に巧してを、当社はいっさい責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にごま意いただいた上でご使用ください。 
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^システム環境の変更 






























パスワードセキュリティ 


E9 HDD パスワードの登録 

HDD マスターパスワードの項目は、 BIOS セットアップの 「 HDD / SSD パスワードモード」 
び「マスター+ユーヴー」の場合のみ表术されます。 

r マスタ ー+ ユーヴー」の場合は 、 HDD マスターパスワードを設定し、続けて HDD ユーヴーパ 
スワードの設定を行います。 

n 音量大ボタン （m) を巧しなび5電源を入れ、表示されたメニュー 
で [< セットアップ起動 >] をタッチして Windows ボタン （◎) を 
押し、己 IOS セットアップを起動する 

電源の入れかた『取扱説明書』 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。 

パスワードを入力して I Rvrj キーをタッチしてください。 


[セキュリティ]メニューを表示する 


「HDD/SSD パスワード]の下にある[ユーザー]をタッチし、 
Windows ボタン （◎) を押す 

HDD マスターパスワードの場合は、[マスター]をタッチし、 Windows ボタン （©) 
を巧してください。 

カーソルび[新しいパスワードを入力してください]に移動し、画面上にキーボード 
び起動します。 
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^9 HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーヴーパスワードと H 日 D マスターパスワードの2つを設定する 
ことび巧能です。 

■HDD ユー ザーパスワード 

各パソコンの使用ち自身び設定することを想定したノ（スワードです。 

HDD マスターパスワードを削除すると、同時に HDD ユーヴーパスワードち削除されます。 

■HDD マスターパスワード 

管理をなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

HDD マスターノ（スワードは HDD ユーヴーノ（スワードの代わりに使えます 。 HDD ユーヴーパ 
スワードを忘れた場合でち、 HDD マスターパスワードを入力して内蔵フラッシュメモ U にア 
クセスでさます。 

なお、 HDD マスターパスワードのみを登録することはでさません。 

HDD ユーヴーパスワードと HDD マスターパスワードの登録、削除方法は同じです。じ(降は、 
HDD ユーヴーノ（スワードの設定を例に説明しています。 


システム環境の変更 




















匠！パスワードセキュ U テイ 


パスワードを入力する 

パスワードは] 0文字じ(内で入力します。 

パスワードに使用でさるで字「本節-バスワードに使用でさる夕字」 

パスワードは]文字ごとに [*] び表示されますので、画面で確認でさません。間違 
えないよラ、気をつけて入力してください。 

I ENT 1=^ 一 をタッチずる 

カーソルび[新しいパスワードを確認してください]に移動します。 

もう一度パスワードを入力する 

臣^キーをタッチする 

メッセージび表示されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 Windows ボタン （◎) を巧して、手順0か日やり直してください。 

臣^キーをタッチする 

パスワードび登録されます。 

敝了] メニューで[変更を保をして終了する]をタッチし 、 Windows 
ボタン （©) を押す 

確認の画面び表示されます。 

：1] [はしリまたは [ Yes ] をタッチし、 Windows ボタン （©) を押す 

設定した内容び保存され、 Windows び起動します。 


HDD パスワードの削除 


0 




音量大ボタン（じ LJ ) を押しなび5電源を入れ、表示されたメニュー 
で [< セットアップ起動 >] をタッチして Windows ボタン （©) を 
押し、己 IOS セットアップを起動する 

電源の入れかた『取扱説明書』 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。 

パスワードを入力して店を司キーをタッチしてください。 

[セキュリティ]メニューを表示する 


V 
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システム環境の変更 

















匠！パスワードセキュリティ 



「 HDD / SSD パスワード]の下にある[ユーザー]をタッチし、 
Windows ボタン （◎) を押す 

HDD マスターパスワードの場合は、[マスター]をタッチし、 Windows ボタン （©) 
を巧してください。 

カーソルび[現在のパスワードを入力してください]に移動し、画面上にキーボード 
び起動します。 

登録してあるパスワードを入力ずる 

入力すると]文字ごとに [*] び表示されます。 


口 鬧 

T 力ーソ 
■人力し 
■如ま 


キーをタッチする 

ルび[新しいパスワードを入力して<ださい]に移動します。 

入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 Windows ボタン （©) を巧して、手順0か日やり直してください。 


f 臣^キーをタッチする 

ここでは何ち入力しません。 

カーソルび[新しいパスワードを確認してください]に移動します。 

I 店^キーをタッチする 

ここでは何ち入力しません。 

メッセージび表示されます。 

0 |歴|キ-をタッチする 

パスワードび削除されます。 


巧 齡了] メニューで[変更を保をして終了する]をタッチし 、 Windows 
ボタン （©) を巧す 

確認の画面び表示されます。 

I n [はい]または [ Yes ] をタッチし、 Windows ボタン （©) を押す 

I 設定した内容び保存され、 Windows び起動します。 

I [ HDD / SSD パスワード]で[マスタ ー+ ユーヴ ー] を選択した場合は、 HDD マスター 
I パスワードの削除を行ラと、同時に HDD ユーヴーパスワードち削除されます 。 HDD 
I ユーヴーパスワードのみを削除することはでさません。 























匠！パスワードセキュ U テイ 


登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに [*] び表示されます。 



キーをタッチする 

カーソルび[新しいパスワードを入力してください]に移動します。 

手順〇で入力したパスワードび正しくない場合は、エラーメッセージび表示されま 
す。 Windows ボタン （©) を巧して、手順0か日やり直してください。 


新しいパスワードを入力し、 LmiJ キーをタッチする 

パスワードは]文字ごとに [*] び表示されますので、画面で確認でさません。間違 

えないよラ、気をつけて入力してください。 

カーソルび[新しいパスワードを確認してください]に移動します。 


f / vrl キーを タッチする 


もう一度新しいパスワードを入力し、 

メッセージび表示されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 r ^ A /7~ i キーをタッチして、手順か日やり直してください。 


应\/7^キーをタッチずる 

パスワードび変更されます。 


HDD パスワードの変更 



n 音量大ボタン（[^)を押しなび5電源を入れ、表示されたメニュー 
で [< セットアップ起動 >] をタッチして Windows ボタン （◎) を 
押し、己 IOS セットアップを起動する 

電源の入れかた『取扱説明書』 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。 

パスワードを入力して店を互キーをタッチしてください。 

[セキュリティ]メニューを表示する 

K 1「 HDD / SSD パスヮ-ド]①下にある[ユーザー]をタッチし、 
Windows ボタン （◎) を巧す 

HDD マスターパスワードの場合は、[マスター]をタッチし、 Windows ボタン （©) 
を巧してください。 

カーソルび[現在のパスワードを入力してください]に移動し、画面上にキーボード 
び起動します。 


システム環境の変更 
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II 































匠！パスワードセキュリティ 


巧 齡了] メニューで[変更を保をして終了する]をタッチし 、 Windows 
ボタン （©) を押す 

確認の画面び表示されます。 

町 [はしリまたは [ Yes ] をタッチし、 Windows ボタン （©) を押す 

^設定した内容び保存され、 Windows び起動します。 


HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れるとパスワードの入力をラなびすメッセー 
ジび表示されます。 

この場合は、巧のよラにするとパソコン本体び起動します。 



設定したとおりに HDD パスワードを入力し、应\/のキーをタッチする 

HDD パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電 
源を入れ直してください。 


メモ 

• ユーヴーパスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーヴーパスワードー HDD パ 
スワー ドの順に認証が求められます。ただし、ユーヴーパスワードと HDD パスワードが同一の文字列 
の場合は、ユーヴーパスワードの認証終了後、 HDD パスワードの認証は省略されます。 
















TPM 巧ほう 


* TPM 搭載モデルのみ 

本製品には 、 TPM (Trusted Platform Module ) び用意されています。 


■■TPM とは 

TPM は 、 TCG (Trusted Computing Group ) び策定した仕様に準拠したセキュ U ティ〕ン 
卜□ーラーチップです。 

一般的に、電モデータの保護は暗号処理方式（暗号アルゴ I 」ズム）によるちのなので、八ード 
ディスク（内蔵フラッシュメモ U ) やメモ U などに保をされている暗号鍵び、暗号解読の攻撃 
巧象になる可能性びあります。 

TPM ではこれ日の暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップに保をするので、 
より安全にデータび保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュ U ティソリュー 
シヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築できます。 

本製品では、 TPM の設定は、 BIOS セットアップと rinfineon TPM Software Professional 
Package ] で行しほす。 

詳しくは、 『 Trusted 円 a け orm Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）とヘルプを参照して 
ください。 




TPM の操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録 n — ra TPM につい口を確認してください。 


DTPM を有効にする方法 

TPM を使用するには、まず BIOS セットアップで TPM を有効に設定する必要びあります。 

データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかたに章 H - の電源を切る」 
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^システム環境の変更 




















B TPM を使う 


音量大ボタン （ LE ) を押しなび5、電源を入れ、表示されたメニュ ー 
で [< セットアップ起動 >] をタッチし、 Windows ボタン （©) を 
押す 

電源の入れかた『取扱説明書』 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店を司キーをタッチしてください。 

パスワードについて r 本章 □ バスワードセキュ U ティ」 

日 IOS セットアップび起動します。 

起動でさなかった場合は、通常の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、手順 
□ をやり直してください。 

[セキュリティ]タブで [ TPM ] の[使用しない]をタッチし、 
Windows ボタン （◎) を押す 

[使用する]をタッチし、 Windows ボタン （◎) を押す 

敝了] メニューで[変更を保をして終了する]をタッチし 、 Windows 
ボタン （©) を押す 

確認の画面び表示されます。 

[はい]または [ Yes ] をタッチし、 Windows ボタン （©) を押す 

設定した内容び保存され、 Windows び起動します。 


ぶすメモ 


I BIOS セットアップでの TPM に関する設定を、管理者の権限を持たないユーヴーび変更できないよラ 
にずることびでをます。 TPM の設定を守るために、管理者の権限を持たないユーヴーに操作制限を加 
えることをおすずめしまず。 

管理をしソがのユーヴーの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6スーバーバイヴーバスワードユーテイ U テイ』 


E 9 TPM のインストール方法 

TPM を有効にしたあと 、 [Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストー 
ルします。 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム]一[アプリケーシヨ 
ンの再インス!ル]をタッチする 

[セットアップ画面へ]をタッチする 
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^システム環境の変更 















O TPM を使う 


Q [アプリケーション]タブをタッチする 

f 画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] ^ 
タッチし 、 [「Infineon TPM Software Professional Package 」 ① 
セットアップ]をタッチする 

I 画面の指示に従ってインス I ルする 

rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」といラメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをタッチしてください。 

TPM を使用するための設定や使用方法は、 PDF マニュアルとヘルプを参照してくだ 
さい。 


■画 PDF マニュアルのインストール方法 

『 Trusted 円 a け orm Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインス! -- ル方法は、巧のと 
お0です。 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨ 
ン①再インス!ル]をタッチする 

f 画面のメッセージに従ってインス!ルする 

[アプリケーシヨン]タブの [Infineon TPM Software Professional Package ] 
に用意されています。 


U PDF マニュアルの起動方法 

『 Trusted 円 atform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動方法は、巧のとおりです。 

H [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Trusted 
円 atform Module 取扱説明書]をタッチする 


ヘルプの起動方ミ去 

V 通知領域の Security Platform ] アイコン （ L 巧）をプレスアンドホ- 
ル ドし、 表示されるメニューか5 [ヘルスをタッチする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 g をタッチしてください。 













パソコンの動かが況を監視し* 

記録ずる —ま芝 PC ヘルス モニター 



r 東芝 PC ヘルスモニタ」は、消費電力やバッテ U —充電能力、冷却システムなどを監視し、シ 
ステムの状態をメッセージなどでお知日せします。また、パソコン本体および各種デバイスの 
使用状況を、収集管理します。 


r 東芝 PC ヘルスモニタ」の機能は、ヘルプで確認できます。 



• 「ま芝 P 巳へルスモニタ」は、いかなる場合ちま芝の標準的な保証の範囲を広げるをのでちを要ず 
るものでもありません。ま芝の標準的な保証び適用されます。 


ぶすメモ 


• 収集管理されるバソコン本体やさ種デバイスの情報、および使用状況の情報は、パソコン本体の内蔵フ 
ラッシュメモ U に保存されます。これらの情報にはし U 下の内容び含まれます。 


P 巳の基本情報 

モデル名、型ま、製造番号、目 I 0 S バージョンなど 

ち種デバイスの基本情報 

ディスプレイ、サウンド、ネットワーク、内蔵フラッシュメモ U など 

オペレーティングシステム 

情報 

日 S バージョン、日 S をインス! -- ルした日時 、 Direct X のバージョン、 
Internet Explorer のパ'—ジョン、修正プ□グラムのリストなど 

さ種デバイスの操作時間/ 
回数 

電源スイッチ、 AC アダプター、バッテ U - パック、ディスプレイ、 
内蔵フラッシュメモ U 、 USB など 

パソコンの使用開始曰付 

- 

バソコン本体や各種デバイ 
スの使用状況 

省電力設定、バッテ1」ーパックの温度や放充電容量、 CPU 、 メモ1」、 
バックライトの点な時間、さ種デバイスの温度など 


内蔵フラッシュメモ U に保存されるデータの量は]年間で 10 M 目し U 下であり、内蔵フラッシュメモ U 
の全体容量のわずかしか使用しません。 

•これらの情報は、システム状態の監視と通巧、および、パソコンびま芝 P 巳あんしんサポートに持ち込 
まれたときの不具合の診断に使用します。また、まちはそれらの情報を品質保証適用の判断に使用する 
ことちあります。 

•「東ち PC ヘルスモニタ」は、一度ち効にした場合でを、「コント□-ルパネル」の[プ□グラムのアン 
インス!ル]からアンインストールずることで、本機能を動作しないようにすることびでさます。そ 
の際、内蔵フラッシュメモ U に記録されている「ま芝 P 巳へルスモニタ」び採取したデータは自動的に 
削除されます。 
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o パソコンの動作が況を監視し、記録する -ま芝 PC ヘルスモニタ- 


起動について 


ここでは、「東芝 PC ヘルスモニタ」の起動方法について説明します。 


n 起動方法 



シ 

之 

I 

環 

境 

の 

変 

要 



[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[サボート&リカバリー] 一 [ PC ヘルスモニタ]をタッチずる 

初めて起動したとさは、 r 東芝 PC ヘルスモニタ」の説明画面び表示されます。[次へ] 
ボタンをタッチすると、[東芝 PC ヘルスモニタについてのミ主意事項およびデータの収 
集と利巧の許諾]画面び表示されます。画面に表示された内容を確認し、を意と許諾 
の内容に同意のうえ、[同意する]を選択し、[□のボタンをタッチしてください。 
r 東芝 PC ヘルスモニタ」び起動し、パソコンの機能の監視と使用状況の情報収集管理 
を開始します。システムの状態は表示される画面で確認でさます。 

封メモ _ 

• 「東芝 PC ヘルスモニタ」 の利用の許諾に同意し、一度プ□グラムを有効にすると、「まち 
PC ヘルスモニタ」 の画面を閉じてち、 バソコ ンの機能の監視と使用状況の情報収集管理は 
続行されます。この場合、不調の原因となりラる変化び検出されたときは、通巧領域の[ま 
ち PC ヘルスモニタ] アイコン（^)からメッセージび表示されます。 


I ヘルプの起動方法 _ 

Q [まミ PC ヘルスモニタ]画面の[ヘルスボタンをタッチする 
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■巧窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 112 

2記録メディアについて . 118 

3お客様登録の手続き . 120 

4技術基準適合について . 121 

已各インターフエースの仕様 . 123 










1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能のご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。巧のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■パソコン本な:について 

I スイッチ/ボタン/画面の操作にあたって _ 

• スイッチ/ボタン/画面を強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしな 
いで < ださい。故障するおそれびあります。 


バックアップについて 


I バックアップをとるにあたつて 



• 内蔵フラッシュメモ U や記録メディアに保をしているデータは、万び一故障び起さた場合や、 
変化/消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保をしてください。 

内蔵フラッシュメモ U や記録メディアに保をした内容の損喜については、当社はいっさいそ 
の責任を負いません。 

• ユーヴー名び U カバ I 」一後と異なる場合、バックアップしたデータび復元でさない場合びあ 
ります。 U カバ U —をする前にユーヴー名を控えてください。 


U カバ U - について『取扱説明書』 


匪邏口。弓鹏ナビ J について 

I 前のパソコンの動作居境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 

I 操作にあたつて _ 

• ri 章 E 1- D 起動方法」を参照して、を意制限事項を確認してください。 

•「 PC 引越ナビ」をご利用の際は、前のパソコンおよび新しいパソコンで、電源コードと AC 
アダプターを接続した状態で、ご利用ください。 

また、 「 PC 引越ナビ」の実行中は、ス U - プまたは休止状態にしないでください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割する場合、分割するこん包ファイルの大 
きさは、最大 2 G 日となります。 

•「 PC 引越ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大2,147,483,647 
ファイルです。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささ iU 上の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 
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D ご使用にあたってのお願い 


E ■内蔵フラッシュメモリについて 

I 操作にあたつて _ 

• 内蔵フラッシュメモ I 」に保をしているデータや重要な文書などは、万び一故障び起こったり、 
変化/消失した場合に備えて、定期的に US 日フラッシュメモ U や SD メモ U 力ードなどに保 
をしておいてください。記憶内容の変化/消失など、内蔵フラッシュメモ U 、 US 日フラッシュ 
メモリ、 SD メモ U カードなどに保をした内容の損書については、当社はいっさいその責任 
を負いませんので、あ日かじめご了承ください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。 


Web カメラにごいて 


I Web カメラをほ用するにあたって 


• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く巧したりしないでください。画質びほ下する原因 
となります。 


レンズ部分びミちれた場合は、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい布でふいてくだ 
さい。 


■ a お線 LAN について 



I 無線 LAN を使用するにあたって _ 

•無線 LAN の無線アンテナは、障書物びかなく見通しのさく場所で最ち良好に動作します。無 
線通信の範囲を最大限有効にするには、本や厚い紙の束などの障害物でディスプレイを覆わ 
ないよラにしてください。 

また、無線 LAN アクセスポイントをパソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテ 
ナの周囲を金属製のケースなどで覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、『取扱説明書』を 
確認してください。 

• 本製品の無線 LAN を使用でさる国/地域については、『取扱説明書』を確認してください。 


I 無線 LAN の操作にあたつて _ 

• 日 luetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉 
し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場 
合は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

•ア ドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を巧能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


KM Bluetooth ( 

•本製品は、すべての团 ue 


こごし、て 


本製品は、すべての团 uetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての团 uetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

本製品の日 luetooth 機能を使用できる国/地域についロホ、『取扱説明書』を確認してくだ 
さい。 


Mm TPM にごいて 


I TPM の操作におたつて _ 

•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインスト ー J レすると 、 Windows 
□グオンパスワードやユーヴーパスワードとは別に TPM に対するパスワードを設定する必 
要びあります。設定したパスワードは、忘れたとさのために必ず控えておいてください。ま 
た控えたパスワー问ホ、安全な場所に保管してください。パスワードびわか日なくなった場 
合、どんな手段でち TPM で保護されたデータを復元することはできません。 

•本製品を修理•保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップ （ TPM ) 
内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製品を保守.修理に出す 
際は、バックアップウィヴードを使用して、 TPM をバックアップしておいてください。 
バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。データのパ'ックアップに関 
しては、当社はいっさいの責任を負いかねますのでご了承ください。 

バックアップウィザードについて 

TPM のヘルプ 『Infineon Security Platform ソ U ユーシヨン』 

•本製品を修理.保守に出した場合、搭載されている TPM に障害びなくてち TPM び交換さ 
れる場合びあります。 

その場合、バックアップウィヴードを使用して、 TPM の設定を復元してください。 

• TPM では、最新のセキュ U ティ機能を提供しますび、データや八ードウエアの完全な保護 
を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障書、損喜に関して、いっ 
さいの責任は負いかねますので、ご了承ください。 

•管理ち（所有ち）登録を削除すると、 TPM に関係するセキュ U ティ機能び使用できなくな 
ります。このため、管理ち権限を持たないユーヴーび BIOS セットアップの TPM に関する 
項目を操作でさないよラに設定することをおすすめします。 

管理をしソ外のユーザーの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6スーバーバイザーバスワードユーテイリテイ』 


•管理ち（所有ち）登録を削除したあとに、 TPM の使巧を再開する場合は、ちう一度 TPM へ 
管理ち（所有ち）登録を行ラ必要びあります。 









D ご使用にあたってのお願い 


mm 周巧機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでか日作業を 
してください。またその際には、巧のことを守ってください。守日なかった場合、故障する 
おそれびあります。 

. ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってか日作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にを意してください。 

-ほこりびかなく、直射日光のあた日ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする US 日対応機器を接続する場合は、 US 日対応機器の電源を入れてか日 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （ OS ) び対応しており、機器用ドライバーびイン 
ス I -ールされている必要びあります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての US 日対応機器の 
動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用でさない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 US 日対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• USB フラッシュメモ U や US 日接続の八ードディスクドライブなど、記憶装置の USB 対応 
機器を取りはずす場合は、データを消失するおそれびあるため、必ずシステム上で使用停止 
の手順を行ってください。 









D ご使用にあたってのお願い 


I テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビまたは外部ディスプレイと接続動作確認は行っていません。したびって、す 
ベてのテレビまたは外部ディスプレイへの表示は保証でさません。 

テレビまたは外部ディスプレイによっては正しく表示されない場合びあります。 

•必ず、映像の再生アプ U ケーシヨンを起動する前に、表示装置の切り替えを行ってください。 

起動中は表示装置を切り替えないでください。 

•なのよラなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• ク□ーン表示にしているときに映像を再生させると、画像びコマ落ちをすることびあります。 
この場合は表示解像度を下げるか、ク□ーン表示にしないで]つの表示装置に表示するか、 

あ張表示に設定してください。 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイをプライマ U ディスプレイに設定した場合、ス 
U —プまたは休止状態のとさにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。ス 
U —プまたは休止状態か日復帰したとさに□グオン画面び表示されずに、操作びでさなくな 
ることびあります。 

• microHDMI 出力端子にテレビまたは外部ディスプレイを接続しているときに、ほかのコネ 
クタにテレビまたは外部ディスプレイや外部サウンド機器び接続されている場合、画面表示 
を切り替えたり HDMI ケーブルを巧き差ししたりすると、システムによって自動的に画面表 
示または音声の出力び切り替わることびあります。 

•テレビまたは外部ディスプレイに表示したときに、デスクトップ画面の周りに黒い帯び表示 
され、デスクトップ画面びテレビまたは外部ディスプレイの中央にルさく表示されることび 
あります。 

その場合は『テレビに付属の説明書』または『外部ディスプレイに付属の説明書』を参照して、 
テレビまたは外部ディスプレイびサポートしている画面モードに設定してください。適切な 
サイズと適切なアスぺクト比で表示されます。 

I へツドセツトやへツドホンの操作にあたって _ 

•なのよラな場合にはへッドセットやへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場 
合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
. へッ ド セッ トやへ ッ ドホンの取り付け/取りはずしをするとき 










D ご使用にあたってのお願い 


Id バツテリーについて 


I バッテリーをほ用するにあたって _ 

•パ'ッテ U —駆動で使用しているとさは、バッテ U —の残量に十分を意してください。 

バッテ U —を使いきってしまラと、ス U —プび効かなくなり、電源び切れて、メモ U に記憶 
されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U —を使いきってしまラと、時刻や 
日付に誤差び生じます。このよラな場合は、 AC アダプターを接続してバッテ U —と時計用 
バッテ U —を充電してください。 


I バッテリーを巧電するにあたつて _ 

•バッテ U —パックの温度び極端に高いまたはおいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U —は已〜3已での室温で充電してください。 


社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc / battery/menul .htm 








2 I 記摄タディアについて 


記録メディアを使ラ前に、次の内容をよく読んでください。 


メディアカードをほラにあたつて 


■■メディアカードの操作にあたって 

•メディアカードにアクセス中は、電源を切ったり、メディアカードを取り出したり、本製品 
の本体を動かしたりしないで<ださい。データやメディアカードび壊れるおそれびあります。 
•メディアカードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しくセットされていない 
場合、本製品の動作び不安定になったり、メディアカードび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、メディアカードを取り出さないでください。データび消失するおそれびあり 
9 〇 

•メディアカードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるお 
それびあります。 

• メディアカードを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください。デー 
夕び消失したり、メディアカードび壊れるおそれびあります。 

• 本製品の本体を持ち運ぶとさは、必ずブ U ッジメディアス□ットか日メディアカードを取り 
出してください。ブ U ツジメディアス□ットやメディアカードび破損するおそれびあります。 


OSD メモリカードを使う前に 

• ブ U ッジメディアス□ットに min 旧 D メモ U 力ードをセットするときは、必ず SD メモ U 力一 
ドサイズの min 旧 D メモ U カード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ U 力ードをセットするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ 
リカード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U 力ード用のアダプターは使用できません。 

•ブ U ッジメディアス□ットか日 min 旧 D メモ U 力ード/ microSD メモ U 力ードを取りはず 
すときは、必ず min 旧 D メモリカードまたは microSD メモ U 力ード用のアダプターに装着 
したままの巧態で行ってください。 

•すべての SD メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、すべての SD メモ U 
カードの動作保証はでさません。 

• SD メモ U 力ードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽データの不正なコピーや再 
生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
で〕ピ ー 、再生することはできません。 SDIVII とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 











0 記録メディアについて 


•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U 力ードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠したデー 
夕を取り扱ラことびでさます。メモ U の一部を管理データ領域として使用するため、使用で 
さるメモ I 」容量は表示の容量よりかなくなっています。 


I SD メモリカードのフォ ー7 ツトについて _ 

•再フォーマットする場合は、 SD メモ U 力ードを使用する機器（デジタルカメラやオーディ 
オプレーヤーなど）で行ってください。 

本製品で SD メモリカードのフォーマットを行わないでください。デジタルカメラやオーディ 
オプレーヤーなどほかの機器で使用でさなくなる場合びあります。 

•再フォーマットを行ラと、その SD メモ U カードに保存されていた情報はすべて消去されま 
す。一度使用した SD メモ U カードを再フォーマツトする場合はを意してください。 


匯■マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証でさません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア （ US 日フラッシュメモ U 、 SD メモ U 力ードなど）を廃棄-譲ミ度する際には、書 
さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 

初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーち販売されています。 












3 I おさな登録の手続を 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使巧を（ユーヴー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴー登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なります。 


まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしてお0ます。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、巧のアドレス rRooml 048 ( TID ) 会員サイトについて」をご覧ください。 
https :// toshibaclirect . jp / supportguide / about _ sight.aspx 

n [まミお客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンか 5 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続している間 
の通信料金やプ□ノ（イダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 

反^ メモ _ 

• インス!ルしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面び 
表示される場合びありまず。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 



デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン （©) をダブルタッチ 
する 

[お客様登録サービス 「 Room 1048」ご登録のお願い]画面び表示されます。 

じ(降は、画面の指示に従って操作してください。 


庐？ メモ 

• インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスすることをでさます。 
登録用ホームぺージ： http :// toshibadirect . jp/room 1048/ 

商品の追加登録を、登録用のホームページから巧えます。 














4 I 巧術甚準適をにごいて 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

JIS C 61 000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しています。 


■電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障 
害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 


VCCI-B 


『取扱説明書』の 「 Q&A 集」の 「 Q バソコンの近くにあるテレビやラジオの調モがおかしい」 


■「FCC information 」 について 

FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee 
that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determinea by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 








□ 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to this equipment. Operation with non-compUant peripherals or peripherals not recommended 
by TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must 
be used between the external devices and the computer's Universal Serial Bus(USB 2.0)port, 
HDMI out port and microphone/headphone combo jack. Changes or modifications made to this 
equipment ， not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void 
the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 



5 I るインタ—フエ—スの tt 樣 


■■ microHDMI 出力端子 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

Hot Plug Detect 

ホツトプラグデイテクト 

1 

2 

Reserved 

予約 


3 

TMDS Data 2 十 

TMDS データ （2+) 

□ 

4 

TMDS Data 2 Shield 

TMDS データ （2) シールド 


5 

TMDS Data 2- 

TMDS データ（2-) 

□ 

6 

TMDS Data ] 十 

TMDS データ （1 +) 

□ 

7 

TMDS Data ] Shield 

TMDS データ （1) シールド 


8 

TMDS Datal - 

TMDS データ （1-) 

□ 

吕 

TMDS Data 日十 

TMDS データ （0+) 

□ 

10 

TMDS Data 日 Shield 

TMDS データの）シールド 


11 

TMDS Data 日- 

TMDS データ（0-) 

□ 

12 

TMDS Clock 十 

TMDS ク□ツク （+) 

□ 

13 

TMDS Clock Shield 

TMDS ク□ツクシールド 


14 

TMDS Clock - 

TMDS ク□ツク（一） 

□ 

15 

Reserved 

予約 


16 

Ground 

グランド 


17 

SCL 

SCL データク□ツク信号 

□ 

18 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

19 

十 曰 V Power 

電源 


コネクタ図 


1 

白 1 

1--> 





信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
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MsM 各インターフエースの仕様 


USB インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+曰 V 


2 

D - 

マイナスデータ 

I/O 

3 

D 十 

プラスデータ 

I/O 

4 

GND 

グランド 


コネクタ図 
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信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
























